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新演劇の成立を探る
川上音二郎の「金色夜叉」の初演から再演へ
井上 理恵
KAWAKAMI Otojiroˆ’s First Production of Konjiki Yasha
[The Golden Demon] and OKADA Yachiyo’s Critique
INOUE Yoshie
Abstract
The rise of modernity in the Meiji Period led to a new from of theater, which reflected the time.
KAWAKAMI Otojiroˆ was a pioneer of this from. He saw the possibilities entailed in literary works
serialized in newspapers. Productions based on literary works are quite frequent even now, but they
originated in the Kawakami troupe’s first production of Koˆyoˆ/Kyoˆka’s Takino shiraito [White Thread
Waterfalls] at Asakusa-za, Komagata (December 4, 1985). It was followed by productions of Konjiki
yasha, Ono ga tsumi [My Crime], Ichijiku [Fig], Hototogisu [Cuckoo], and Onna keizu [Women’s
Genealogy], and they became important repertories of a new from of theater. It can safeiy be said that it
established its solid position by the productions of adaptation of family noveis serialized in newspapers
in Meiji.
The first production of Konjiki yasha, oneof the best sellers in Meiji, was by the Kawakami troupe
from the end of March till (probabiy the mid) April in 1898. However, strangeiy enough, it is recorded
in theater history in a vague manner. Based on new materials that I have obtained recently, this paper
discusses the first production of Konjiki yasha and the ones that followed it, and further investigates the
Kawakami troupe’s tour to the United States and Europe right after the first production. aiming at
elucidating the importance of KAWAJAMI Otojiroˆ and his troupe, which pioneered a new from of
theater, leading to the contemporary theater.
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新
演
劇
の
成
立
を
探
る
川
上
音
二
郎
の
「
金
色
夜
叉
」
の
初
演
か
ら
再
演
へ
井
上
理
恵
は
じ
め
に
明
治
近
代
社
会
の
誕
生
は
時
代
に
あ
っ
た
新
演
劇
を
登
場
さ
せ
た
。
そ
の
先
駆
が
川
上
音
二
郎
で
あ
る
。〈
新
し
も
の
好
き
〉は
い
つ
の
時
代
も
５
パ
ー
セ
ン
ト
は
い
る
と
い
う
が
、
川
上
や
新
演
劇
に
関
わ
っ
た
人
々
は
そ
の
５
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
新
演
劇
は
近
代
社
会
の
現
代
演
劇
と
し
て
重
要
な
存
在
と
な
る
の
だ
が
、そ
の
成
果
は
正
当
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。
特
に
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
先
頭
を
切
っ
て
歩
い
て
き
た
川
上
音
二
郎
の
仕
事
は
演
劇
史
上
で
看
過
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
川
上
は
知
名
度
だ
け
は
高
く
、
新
演
劇
の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
る
ま
で
に
真
偽
の
程
の
分
ら
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。
増
上
寺
の
小
僧
、
慶
応
義
塾
の
塾
僕
、
裁
判
所
の
給
仕
、
巡
査
な
ど
な
ど
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
、
自
由
党
に
入
党
し
自
由
童
子
の
名
で
壮
士
と
な
っ
て
各
地
で
演
説
を
し
た
と
か
、
数
十
回
投
獄
を
さ
れ
た
と
か
、
と
か
・
・
・
・
云
々
。
し
か
も
国
内
外
で
川
上
や
貞
奴
に
関
す
る
著
書
は
数
多
く
出
さ
れ
て
い
る
。
が
、
そ
れ
ら
は
著
者
の
思
い
入
れ
が
強
く
、
何
処
ま
で
が
真
実
で
何
処
ま
で
が
虚
か
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
も
川
上
の
仕
事
が
低
く
見
ら
れ
て
い
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
わ
た
く
し
は
こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
資
料
を
中
心
に
し
て
彼
の
行
動
、
川
上
音
二
郎
の
仕
事
を
見
直
し
て
き
た
。
新
聞
連
載
文
芸
作
品
（
家
庭
小
説
）
に
目
を
つ
け
た
の
も
川
上
で
あ
る
。
文
芸
作
品
の
劇
化
上
演
は
現
在
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
紅
葉
・
鏡
花
の
「
滝
の
白
糸
」
を
川
上
音
二
郎
一
座
（
川
上
の
村
越
欣
也
、
藤
澤
浅
二
郎
の
白
糸
）
が
駒
形
の
浅
草
座
で
初
演
し
た
の
に
始
ま
る
（
一
八
九
五
年
一
二
月
四
日
）。
以
後
、「
金
色
夜
叉
」「
己
が
罪
」「
無
花
果
」「
不
如
帰
」「
婦
系
図
」
等
々
が
続
け
て
舞
台
に
上
り
、
つ
い
に
は
新
演
劇
の
重
要
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
な
っ
た
。
新
演
劇
は
明
治
の
新
聞
連
載
家
庭
小
説
の
脚
色
上
演
で
不
動
の
地
位
を
築
い
た
と
い
っ
て
も
い
い
。
わ
た
く
し
は
こ
れ
を
〈
明
治
近
代
社
会
と
の
蜜
月
演
劇
〉
と
名
付
け
て
い
る注１
が
、
今
回
取
り
上
げ
る
「
金
色
夜
叉
」
の
度
重
な
る
上
演
が
そ
れ
を
み
ご
と
に
証
明
す
る
。
明
治
の
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
金
色
夜
叉
」
の
初
演
は
、
一
八
九
八
年
（
明
治
31
）
三
月
末
〜
四
月
（
中
旬
か
）
の
川
上
一
座
で
あ
っ
た
。
し
か
し
奇
妙
な
こ
と
に
こ
れ
が
演
劇
史
上
あ
い
ま
い
に
記
述
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
女
性
劇
評
家
の
パ
イ
オ
ニ
ア
岡
田
八
千
代
の
劇
評
を
調
査
し
て
い
る
過
程
で
「
金
色
夜
叉
」
批
評
に
出
合
い
、
不
明
瞭
で
あ
っ
た
初
演
の
事
情
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
稿
で
は
現
時
点
で
わ
か
る
「
金
色
夜
叉
」
初
演
、
お
よ
び
初
演
以
後
の
上
演
等
々
に
触
れ
、「
金
色
夜
叉
」
を
通
し
て
新
演
劇
の
現
代
演
劇
と
し
て
の
成
立
を
あ
き
ら
か
に
し
、
新
演
劇
が
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
定
着
し
、歌
舞
伎
を
超
え
る
現
代
演
劇
に
な
っ
て
い
っ
た
の
か
を
み
て
い
く
。
な
お
、
川
上
は
当
初
、
音
次
郎
の
名
で
登
場
し
、
後
日
音
二
郎
に
変
え
て
い
る
。
わ
た
く
し
の
論
考
で
は
全
て
、
演
劇
史
上
で
使
用
さ
れ
て
い
る
音
二
郎
に
統
一
を
す
る
が
、
資
料
等
で
は
そ
こ
に
記
さ
れ
た
名
前
、
音
次
郎
あ
る
い
は
音
二
郎
の
名
前
を
そ
の
ま
ま
引
く
。
ま
ず
、
川
上
音
二
郎
は
ど
の
よ
う
な
形
で
演
劇
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
世
に
出
る
始
ま
り
を
簡
単
に
押
さ
え
て
、
新
聞
連
載
小
説
「
金
色
夜
叉
」
の
上
演
と
そ
の
劇
評
を
見
て
い
き
た
い
。
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１
川
上
音
二
郎
の
名
前
が
は
じ
め
て
新
聞
紙
上
に
登
場
し
た
の
は
、
白
川
宣
刀
の
調
査
で
一
八
八
三
（
明
治
16
）年
二
月
八
日
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る注２
。
白
川
本
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
○
政
談
演
説
の
中
止
解
散
は
珍
し
か
ら
ね
ど
去
る
一
日
の
夜
滋
賀
県
大
津
四
の
宮
の
劇
場
に
於
て
川
上
音
次
郎
と
云
ふ
が
会
主
と
な
り
政
談
演
説
会
を
催
し
た
る
に
聴
衆
は
凡
そ
三
百
人
余
も
あ
り
て
頗
る
盛
会
な
り
し
が
（
略
）
会
主
の
川
上
は
漸
く
演
壇
に
上
り
今
夜
は
十
七
名
の
同
志
者
も
出
席
す
る
筈
の
処
僕
と
外
一
名
の
外
は
京
都
に
於
て
少
し
紛
紜
を
生
じ
ヽ
由
に
て
（
略
）
吾
輩
の
浅
学
不
才
な
る
を
顧
み
ず
欠
席
の
五
名
に
代
る
の
精
神
を
以
て
音
声
の
続
く
だ
け
は
拙
弁
を
揮
ふ
べ
し
と
て
蝶
々
と
お
も
し
ろ
を
か
し
く
鼠
と
猫
と
が
官
民
の
争
ひ
の
如
く
互
に
権
利
を
拡
張
す
る
の
趣
を
説
き
且
つ
言
ふ
（
以
下
略
）
〔
朝
野
新
聞
明
治
十
六
年
二
月
八
日
一
八
八
三
年
〕
十
七
名
の
同
志
が
出
席
の
予
定
で
あ
っ
た
が
京
都
で
種
々
あ
り
、
こ
ら
れ
な
い
か
ら
と
川
上
が
前
口
上
を
述
べ
た
ら
し
い
。
前
口
上
が
長
す
ぎ
る
と
臨
監
の
警
部
に
中
止
を
命
じ
ら
れ
、
そ
れ
に
反
論
を
し
て
川
上
は
、
こ
こ
に
あ
る
二
月
一
日
に
大
津
の
「
政
談
演
説
会
」
で
大
津
警
察
署
に
拘
引
さ
れ
た
。
初
め
て
の
拘
引
か
も
し
れ
な
い
。
翌
日
一
ヵ
年
の
「
政
談
演
説
」
を
禁
止
さ
れ
る
が
、
そ
の
次
の
日
か
ら
今
度
は
「
滑
稽
演
説
会
」を
三
日
間
開
い
た
と
、
朝
野
新
聞
（
二
月
十
日
号
）
は
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
も
ま
た
禁
止
だ
。
九
月
一
八
日
の
朝
野
新
聞
で
は
、「
自
由
童
子
の
綽
號
を
以
て
有
名
な
る
筑
前
福
岡
對
馬
小
路
の
川
上
音
次
郎
」
は
「
京
都
府
知
事
よ
り
」全
国
で
一
年
間「
政
治
」
を
「
講
談
論
議
」
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
た
と
報
じ
る
。
川
上
が
自
由
童
子
の
名
前
で
政
治
演
説
を
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
さ
れ
る
。「
福
岡
對
馬
小
路
」
は
音
二
郎
の
生
誕
地
だ
。
一
八
八
五
（
明
治
18
）
年
に
は
、
川
上
が
講
釈
師
に
な
っ
た
こ
と
が
告
げ
ら
れ
て
い
る注３
。
が
、
翌
年
に
は
「
自
由
童
子
出
獄
」
と
い
う
記
事
も
見
出
せ
る
（
朝
野
新
聞
１
月
22
日
）。
西
南
戦
争
が
終
わ
っ
て
新
政
府
は
や
っ
と
近
代
国
家
作
り
に
邁
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
国
会
開
設
建
白
書
、
国
会
開
設
意
見
書
が
次
々
と
出
さ
れ
、
自
由
民
権
論
は
激
し
く
な
り
、
結
果
明
治
二
十
三
年
に
国
会
が
開
設
さ
れ
る
勅
諭
が
だ
さ
れ
た
（
一
八
八
一
年
）。
植
木
枝
盛
は
「
日
本
国
憲
法
草
案
」
を
起
草
し
、
民
権
結
社
の
設
立
や
憲
法
案
起
草
が
さ
ら
に
活
発
に
な
る
。
自
由
民
権
論
と
条
約
改
正
論
が
激
し
く
論
じ
ら
れ
る
時
期
が
到
来
す
る
や
政
府
は
集
会
条
例
、
新
聞
紙
条
例
、
出
版
条
例
の
改
悪
を
続
け
る
。
川
上
の
政
談
禁
止
や
拘
引
は
、
こ
う
し
た
世
の
動
き
と
連
動
し
、
安
易
に
政
談
を
語
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。「
政
談
」
か
ら
「
滑
稽
」
そ
し
て
「
講
談
」
へ
弁
士
た
ち
は
揶
揄
・
皮
肉
・
笑
い
を
含
ま
せ
て
政
治
批
判
、
現
状
批
判
の
演
説
を
続
け
て
い
た
か
ら
、
川
上
も
そ
の
一
人
と
み
れ
ば
い
い
。
川
上
と
後
に
芝
居
を
す
る
こ
と
に
な
る
福
井
茂
兵
衛
も
、
猿
若
町
市
村
座
の
自
由
政
談
大
演
説
会
（
一
八
八
四
年
九
月
三
日
）
に
講
談
「
仏
蘭
西
革
命
自
由
の
凱
歌
」
で
登
場
し
て
い
る
（「
自
由
の
燈
」
九
月
三
日
号
）。
福
井
他
十
三
名
の
弁
士
の
一
人
星
亨
は
、「
清
佛
開
戦
を
聞
い
て
感
あ
り
」
と
弁
じ
た
よ
う
に
、
国
政
に
言
及
す
る
政
談
が
多
い
中
、
福
井
の
講
談
は
過
去
の
話
で
、
ま
さ
に
こ
れ
は
芸
能
・
演
芸
に
当
た
る
と
推
測
さ
れ
る
。
川
上
も
似
た
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
当
時
の
讒
謗
律
に
触
れ
る
よ
う
な
激
し
い
演
説
で
は
な
か
っ
た
か
ら
拘
引
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
出
さ
れ
て
次
の
手
を
打
つ
こ
と
が
で
き
た
。
自
由
童
子
と
名
乗
っ
た
彼
の
思
想
が
民
権
論
の
真
髄
を
何
処
ま
で
理
解
し
、
か
つ
〈
本
気
〉で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
世
に
出
る
た
め
に
時
流
に
乗
る
一
種
の
手
段
で
あ
っ
た
と
み
て
も
さ
ほ
ど
誤
り
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
倉
田
喜
弘
は
、
著
書
『
近
代
劇
の
あ
け
ぼ
の
』（
毎
日
選
書
一
九
八
一
年
五
月
）
の
中
で
、
京
都
の
坂
井
座
で
川
上
音
次
郎
が
舞
台
に
出
演
し
た
と
い
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う
新
聞
記
事
を
あ
げ
て
い
る
。
大
井
憲
太
郎
一
派
の
大
阪
事
件
を
舞
台
に
の
せ
る
こ
と
を
企
図
し
た
ら
し
い
。「
切
に
国
事
犯
嫌
疑
事
件
の
一
幕
を
加
へ
て
、此
幕
に
は
彼
の
川
上
音
次
郎
と
か
云
ふ
男
が
俳
優
の
一
人
に
加
は
り
て
、
何
歟
其
一
役
を
勤
む
る
と
云
へ
り
。」（『
中
外
電
報
』
一
八
八
七
年
〈
明
治
20
〉
年
一
月
一
三
日
）
と
あ
る
。
が
、
こ
れ
は
あ
と
で
引
く
「
金
色
夜
叉
」
上
演
に
関
す
る
こ
と
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、上
演
後
の
記
事
で
は
な
い
か
ら
、
確
実
に
川
上
が
出
場
し
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
記
事
か
ら
分
る
こ
と
は
川
上
音
二
郎
が
、
こ
の
頃
か
ら
政
治
演
説
で
は
な
く
芝
居
に
興
味
を
も
ち
だ
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。
ギ
リ
シ
ャ
の
昔
か
ら
演
説
が
演
劇
に
な
る
可
能
性
は
大
で
あ
る
か
ら
、
い
っ
て
み
れ
ば
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
倉
田
は
、
当
時
絶
大
な
る
人
気
が
あ
っ
た
二
〇
加
（
に
わ
か
）
に
川
上
が
参
画
し
た
と
い
う
記
事
を
次
に
引
い
て
い
る
。
仁
和
加
は
江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
流
行
し
た
即
興
演
芸
で
、
市
井
の
人
々
の
間
で
好
ま
れ
て
い
た
。
演
説
か
ら
即
興
演
芸
の
仁
和
加
に
移
行
す
る
の
は
な
ん
ら
抵
抗
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
川
上
に
と
っ
て
は
お
そ
ら
く
同
一
線
上
に
あ
っ
た
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
先
に
は
演
劇
が
あ
る
。
こ
う
し
て
段
々
と
演
劇
へ
と
川
上
は
歩
み
を
進
め
て
い
っ
た
の
だ
。
「
二
、
三
日
前
の
夜
限
閉
場
し
た
る
楠
社
戎
座
川
上
音
次
郎
一
座
の
改
良
二
〇
加
は
、
意
外
の
大
入
り
な
り
し
に
付
き
、
更
に
同
人
が
若
手
の
俳
優
と
一
座
と
な
り
、
改
良
演
劇
と
い
ふ
を
同
座
に
興
行
せ
ん
と
て
目
下
用
意
中
な
り
と
か
。」（『
神
戸
又
新
日
報
』
一
八
八
七
年
五
月
三
日
）。
そ
し
て
警
察
か
ら
上
演
許
可
が
出
た
の
が
十
七
日
ら
し
く
「
翌
十
八
日
か
ら
改
良
演
劇
」
が
上
演
さ
れ
る
。
が
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
劇
評
を
倉
田
は
示
し
て
い
な
い
。
し
か
も
倉
田
の
記
述
の
原
典
は
何
な
の
か
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
曖
昧
さ
は
あ
る
も
の
の
、
こ
こ
で
倉
田
が
記
す
こ
の
後
の
川
上
の
足
取
り
を
以
下
に
引
い
て
み
よ
う
。
一
八
八
七
年
四
月
神
戸
新
開
地
湊
川
楠
社
境
内
戎
座
川
上
音
次
郎
一
座
改
良
二
〇
加
同
年
五
月
一
八
日
か
ら
同
所
同
一
座
改
良
演
劇
同
年
六
月
九
日
大
阪
道
頓
堀
角
座
政
談
演
説
会
改
良
ニ
ワ
カ
師
川
上
音
次
郎
そ
の
後
大
阪
市
内
松
島
文
楽
座
・
沢
の
席
・
福
井
座
・
明
楽
座
・
新
町
座
「
哲
理
学
演
説
会
」（
ま
よ
い
の
め
ざ
ま
し
）
を
演
説
同
年
一
〇
月
か
ら
京
都
南
座
、
岩
上
席
、
東
京
、（
一
人
の
演
説
な
の
か
、
一
座
の
演
劇
な
の
か
は
不
明
）
一
八
八
八
年
二
月
落
語
家
曽
呂
利
新
左
衛
門
の
弟
子
に
な
り
、
浮
世
亭
○
○
（
ま
る
ま
る
）
と
名
乗
る
。〔
曽
呂
利
は
別
名
桂
文
之
助
だ
と
松
永
伍
一
は
『
川
上
音
二
郎
』（
朝
日
選
書
一
九
八
八
年
）
で
記
し
て
い
る
。〕
大
阪
大
工
町
、
新
京
極
笑
福
亭
で
大
入
り
、
京
都
で
も
大
入
り
（
江
頭
光
著
『
博
多
川
上
音
二
郎
』〈
西
日
本
新
聞
社
一
九
九
七
年
〉
に
は
こ
の
時
オ
ッ
ペ
ケ
ペ
ー
を
歌
っ
た
と
あ
る
）
同
年
一
〇
月
三
〇
日
〜
十
一
月
三
日
ま
で
岡
山
西
中
島
町
常
盤
座
改
良
落
語
一
一
月
六
日
か
ら
八
日
ま
で
岡
山
大
雲
寺
町
高
砂
座
一
八
八
九
年
三
月
岡
山
常
盤
座
改
良
二
〇
加
一
座
「
美
人
一
滴
の
血
涙
」（
影
山
英
子
伝
ら
し
い
）
岡
山
天
瀬
巴
玉
座
、
野
田
屋
町
柳
川
座
同
作
品
同
年
五
月
二
九
日
〜
博
多
金
屋
小
路
開
明
舎
改
良
落
語
「
自
由
壮
士
の
行
末
」（
井
上
精
三
著
『
川
上
音
二
郎
の
生
涯
』〈
葦
書
房
一
九
八
五
年
〉
に
は
こ
の
と
き
、オ
ッ
ペ
ケ
ペ
ー
を
歌
っ
た
と
記
す
）
六
月
一
六
日
〜
一
八
日
大
阪
千
日
前
井
筒
席
人
情
話
「
大
阪
浮
浪
壮
士
の
血
涙
」
六
月
二
三
日
大
阪
井
筒
席
と
な
り
姉
子
席
大
阪
事
件
の
滑
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128 新演劇の成立を探る 川上音二郎の「金色夜叉」の初演から再演へ
稽
演
劇
（
福
岡
日
日
新
聞
）
以
上
が
演
劇
人
川
上
音
二
郎
に
な
る
前
の
動
向
で
あ
る
と
倉
田
は
い
う
。
（
）
に
挙
げ
た
一
文
を
見
て
も
分
る
よ
う
に
、
書
き
手
に
よ
っ
て
情
報
は
部
分
的
に
異
な
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
出
典
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
う
し
て
川
上
音
二
郎
は
彼
の
世
界
を
作
り
出
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
十
年
余
の
川
上
の
演
劇
的
仕
事
彼
を
時
代
の
寵
児
に
し
た
演
劇
運
動
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
別
の
機
会
に
し
て
「
金
色
夜
叉
」
上
演
に
移
り
た
い
。
２
「
金
色
夜
叉
」
「
金
色
夜
叉
」
は
、
尾
崎
紅
葉
（
一
八
六
七
〈
陰
暦
〉
〜
一
九
〇
三
〈
新
暦
〉）
が
そ
の
晩
年
に
全
精
力
を
傾
け
た
作
品
と
い
わ
れ
て
い
る
。
読
売
新
聞
に
一
八
九
七
（
明
治
30
）
年
か
ら
五
年
間
断
続
的
に
掲
載
、『
新
小
説
』
に
一
九
〇
三
年
か
ら
連
載
し
た
が
、そ
の
死
で
中
絶
、つ
い
に
完
結
し
な
か
っ
た
長
編
小
説
で
あ
る
。
明
治
生
ま
れ
が
増
加
し
、
同
時
代
小
説
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
基
盤
が
で
き
て
新
聞
連
載
時
爆
発
的
な
人
気
を
呼
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
同
時
代
に
生
き
た
人
た
ち
に
と
っ
て
は
明
治
近
代
社
会
の
仕
組
み
と
そ
こ
に
生
き
る
近
代
的
な
〈
新
人
類
〉
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
の
小
説
は
、
身
近
な
人
々
の
話
で
あ
る
と
同
時
に
一
歩
先
を
行
く
人
た
ち
の
話
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
後
巷
間
に
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
目
が
く
ら
ん
だ
宮
と
今
で
も
全
世
界
の
女
性
に
好
ま
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
新
た
に
出
現
し
た
女
性
の
装
飾
品
で
、
誰
も
が
手
に
出
来
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
失
恋
し
て
守
銭
奴
に
な
っ
た
貫
一
の
話
と
し
て
流
布
し
、
高
度
成
長
期
に
は
熱
海
の
海
岸
に
〈
貫
一
お
宮
の
像
〉
ま
で
建
て
ら
れ
た
。
つ
ま
り
〈
女
は
金
品
に
惹
か
れ
る
〉〈
打
算
的
〉
と
い
う
負
の
評
価
を
広
め
る
の
に
大
い
に
寄
与
し
た
わ
け
だ
。
し
か
し
男
性
の
そ
れ
に
比
す
れ
ば
女
の
打
算
は
比
べ
る
に
値
し
な
い
し
、
こ
の
世
評
に
は
女
は
い
か
な
る
場
合
も
純
で
、
俗
と
は
係
わ
り
合
い
の
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る
男
性
の
一
方
的
願
望
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
も
こ
の
評
価
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
の
か
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
的
読
み
を
導
入
す
る
と
、
こ
の
小
説
は
そ
ん
な
単
純
な
物
語
で
は
な
く
、
男
の
持
つ
経
済
力
や
新
し
さ
に
惹
か
れ
た
女
・
宮
が
、
良
妻
賢
母
と
い
う
明
治
近
代
社
会
の
作
り
出
し
た
女
性
像
の
〈
妻
の
座
〉
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
そ
の
抑
圧
の
中
で
狂
気
自
己
破
壊
に
い
た
る
と
い
う
恐
ろ
し
い
物
語
で
、
明
治
近
代
社
会
の
理
想
的
女
性
像
の
虚
偽
性
・
犯
罪
性
を
衝
く
小
説
で
も
あ
っ
た
。
若
い
岡
田
八
千
代
が
流
行
小
説
の
劇
化
を
ど
の
よ
う
に
見
た
か
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。単
行
本
の
刊
行
年
月
は
次
の
と
お
り
。
前
編
は
一
八
九
八
年
（
Ｍ
31
）
七
月
、
中
編
は
九
九
年
一
月
、
後
編
は
一
九
〇
〇
年
（
Ｍ
33
）
一
月
、
続
編
は
一
九
〇
二
年
四
月
、
続
々
編
は
一
九
〇
三
年
六
月
、
全
部
で
五
冊
刊
行
さ
れ
た
。さ
て
、
初
演
の
記
述
に
つ
い
て
だ
が
、
そ
の
不
明
瞭
さ
は
、
お
そ
ら
く
川
上
音
二
郎
一
座
へ
の
一
八
九
八
年
当
時
の
劇
評
家
た
ち
の
対
応
、
言
い
換
え
れ
ば
劇
界
に
お
け
る
川
上
の
存
在
の
軽
さ
を
物
語
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。「
日
清
戦
争
」（
一
八
九
四
年
初
演
）
が
大
当
た
り
で
、
川
上
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
新
演
劇
の
一
座
は
上
り
坂
で
、
下
火
の
歌
舞
伎
は
戦
争
芝
居
を
舞
台
に
あ
げ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
っ
た
。
新
演
劇
フ
ァ
ン
は
想
像
以
上
に
増
大
し
て
い
た
は
ず
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
時
期
の
劇
評
は
な
い
。
こ
れ
が
な
に
よ
り
の
証
拠
だ
ろ
う
。
現
在
手
に
で
き
る
演
劇
史
で
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
見
て
い
る
は
ず
の
伊
原
敏
郎
（
青
々
園
）『
明
治
演
劇
史
』（
初
版
一
九
三
三
年
、
復
刻
一
九
七
五
年
鳳
出
版
）
に
は
、
記
さ
れ
て
い
な
い
。
劇
評
も
見
当
た
ら
な
い
。
当
時
二
八
歳
で
あ
っ
た
新
進
の
劇
評
家
青
々
園
が
こ
の
公
演
を
見
て
い
た
の
は
記
録
に
残
っ
て
い
る
。
初
演
か
ら
五
年
後
の
東
京
座
公
演
（
明
治
三
十
六
年
六
月
）
の
上
演
評
の
中
で
青
々
園
は
、「
そ
れ
（ 6）
井上 理恵 127
を
芝
居
に
し
た
の
ハ
市
村
座
の
川
上
ガ
最
初
で
、
其
の
ゝ
ち
中
野
ガ
宮
戸
座
で
演
じ
、
東
京
で
今
度
ガ
三
度
め
に
當
る
」（
都
新
聞
明
治
36
年
六
月
二
三
日
）
と
記
し
て
い
た
。
さ
ら
に
こ
の
公
演
は
最
初
藤
沢
浅
二
郎
が
「
出
し
物
に
す
る
つ
も
り
で
自
分
ガ
脚
本
に
仕
組
ん
だ
」
が
、
川
上
が
急
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
藤
沢
が
「
川
上
に
譲
る
譯
」
に
な
っ
た
と
、
五
年
後
に
は
こ
の
よ
う
に
明
確
に
記
録
し
て
い
る
。
初
演
時
に
は
や
は
り
川
上
を
軽
く
見
て
い
た
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
川
上
の
そ
の
後
の
動
静
も
青
々
園
の
印
象
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
歌
舞
伎
中
心
の
演
劇
史
で
あ
る
と
は
言
え
明
治
の
演
劇
を
記
録
す
る
時
点
で
も
そ
の
扱
い
は
低
か
っ
た
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
次
に
、
秋
葉
太
郎
は
、
も
ち
ろ
ん
舞
台
は
見
て
い
な
い
。
戦
前
の
『
東
都
明
治
演
劇
史
』（
初
版
一
九
三
七
年
、
復
刻
一
九
七
五
年
鳳
出
版
）
で
は
、〈
明
治
三
十
一
年
三
月
〉
の
項
に
「
同
月
の
市
村
座
は
藤
澤
、
高
田
、
小
織
の
一
統
で
、
紅
葉
山
人
の
傑
作
『
金
色
夜
叉
』
を
脚
色
上
演
し
た
。」
と
あ
る
。
こ
の
一
文
の
元
と
な
っ
た
参
考
資
料
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
当
然
な
が
ら
川
上
音
二
郎
の
名
も
な
い
。
秋
葉
の
大
著
『
日
本
新
劇
史
』（
初
版
一
九
五
五
年
、
再
版
一
九
七
一
年
理
想
社
）
で
は
、「
こ
れ
は
三
十
一
年
三
月
市
村
座
で
川
上
一
座
が
藤
澤
の
脚
色
し
た
も
の
を
所
演
」
と
部
分
的
に
変
え
て
記
さ
れ
て
い
る
。
出
演
者
の
名
前
は
記
さ
れ
ず
、
藤
沢
の
脚
色
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
不
分
明
さ
に
疑
問
を
持
ち
、
戦
後
に
な
っ
て
資
料
の
閲
覧
が
可
能
に
な
っ
て
『
東
都
』
の
記
述
を
一
部
改
め
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
参
照
資
料
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
松
本
伸
子
『
明
治
演
劇
論
史
』（
一
九
八
〇
年
演
劇
出
版
社
）で
は
、〈
川
上
は
三
十
一
年
四
月
の
市
村
座
に
、
村
井
弦
斉
の
「
芙
蓉
峰
」
を
劇
化
し
た
「
大
起
業
」
と
、
当
時
『
読
売
新
聞
』
に
連
載
中
の
「
金
色
夜
叉
」
を
演
〉
じ
た
と
記
す
。
松
本
は
新
聞
記
事
を
元
に
調
査
し
て
い
る
か
ら
〈
川
上
が
演
じ
た
〉
と
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
上
演
月
を
秋
葉
の
指
摘
し
た
三
月
で
は
な
く
四
月
と
し
た
の
は
、
松
本
の
引
用
し
て
い
る
東
京
朝
日
新
聞
の
批
評
が
四
月
三
日
、
中
央
新
聞
の
批
評
が
四
月
二
日
で
あ
る
か
ら
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
大
笹
吉
雄
『
日
本
現
代
演
劇
史
』（
一
九
八
五
年
白
水
社
）
で
は
、
高
田
実
の
項
で
「
金
色
夜
叉
」
に
触
れ
て
い
る
が
、
曖
昧
な
記
述
に
な
っ
て
い
る
。
配
役
で
は
〈
藤
沢
の
貫
一
〉
が
挙
げ
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
後
に
「
こ
の
こ
ろ
川
上
は
総
選
挙
に
立
候
補
し
て
い
た
が
、
選
挙
戦
が
不
調
で
急
に
貫
一
を
演
じ
た
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
」
と
書
く
。
秋
葉
と
松
本
の
本
を
参
照
し
な
が
ら
の
迷
っ
た
記
述
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
歴
史
の
記
述
は
資
料
に
何
時
、
ど
の
よ
う
に
出
合
う
か
で
変
わ
る
か
ら
、
難
し
い
。
わ
た
く
し
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
記
述
す
る
時
点
で
可
能
な
限
り
の
資
料
を
見
て
正
確
さ
を
期
す
以
外
な
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
が
、
資
料
の
信
憑
性
も
問
わ
れ
る
か
ら
〈
正
確
さ
を
期
す
〉
と
は
い
っ
て
も
難
し
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
こ
こ
で
こ
れ
ま
で
引
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
当
時
の
新
聞
や
雑
誌
に
目
を
転
じ
て
み
た
い
。
都
新
聞
の
梨
園
叢
話
（
し
ば
い
だ
よ
り
）
の
項
に
こ
の
公
演
の
興
味
深
い
記
事
が
あ
っ
た
（
都
新
聞
明
治
三
十
一
年
三
月
二
十
五
日
）。
▲
市
村
座
川
上
演
劇
ハ
愈
よ
本
日
よ
り
開
場
、
川
上
音
二
郎
二
番
目
に
出
勤
す
る
事
と
な
り
場
代
ハ
桟
敷
三
圓
高
二
圓
五
十
銭
、
平
一
圓
九
十
銭
、
大
入
場
一
名
八
銭
、
初
日
ハ
場
所
に
拘
ら
ず
一
人
八
銭
な
る
ガ
明
二
十
六
日
ハ
貴
顕
紳
士
を
招
待
す
る
為
見
物
を
断
り
二
十
七
日
よ
り
普
通
の
興
行
と
し
て
惣
幕
出
揃
ひ
（
原
文
ル
ビ
あ
り
）
初
日
は
三
月
二
十
五
日
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
た
が
、
終
わ
り
が
い
つ
か
は
わ
か
ら
な
い
。
川
上
音
二
郎
は
松
本
伸
子
が
記
し
た
よ
う
に
、
二
番
目
に
出
演
し
た
こ
と
。
し
か
も
〈
出
勤
す
る
事
と
な
り
〉
と
あ
る
の
を
み
る
と
、
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青
々
園
の
言
う
よ
う
に
、
は
じ
め
は
藤
沢
浅
次
郎
の
貫
一
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
お
そ
ら
く
事
前
の
予
告
は
藤
沢
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
秋
葉
の
『
東
都
』
の
記
述
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
川
上
が
突
如
、
出
演
す
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
わ
た
く
し
は
以
下
の
よ
う
に
み
て
い
る
。
川
上
は
一
八
九
六
（
Ｍ
29
）
年
六
月
に
神
田
三
崎
町
に
川
上
座
を
開
場
す
る
（
客
席
約
千
人
前
後
）。
松
本
伸
子
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
観
客
数
で
大
劇
場
と
い
う
申
請
に
し
た
た
め
に
い
ろ
い
ろ
不
都
合
が
出
た
ら
し
い
。
当
初
は
う
ま
く
行
っ
て
い
た
が
、
戦
争
芝
居
ば
か
り
や
っ
て
い
て
は
客
に
飽
き
ら
れ
る
。「
八
十
日
間
世
界
一
周
」
や
「
両
美
人
」
な
ど
を
出
し
た
が
不
入
り
が
続
き
、
劇
場
は
人
手
に
渡
る
。
丁
度
こ
の
前
後
に
大
阪
角
座
で
成
美
団
が
旗
揚
げ
さ
れ
、「
滝
の
白
糸
」
公
演
で
は
喜
多
村
緑
郎
が
女
形
に
変
わ
っ
た
。
川
上
以
外
の
新
演
劇
一
座
は
徐
々
に
次
の
ハ
ー
ド
ル
を
越
す
た
め
の
準
備
を
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
け
れ
ど
も
新
演
劇
の
演
目
を
見
る
と
モ
リ
エ
ー
ル
「
守
銭
奴
」
や
シ
ェ
ク
ス
ピ
ア
「
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
」
を
日
本
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
上
演
し
た
り
、
新
聞
小
説
の
脚
色
や
古
典
の
題
材
な
ど
を
上
演
し
た
り
し
て
い
る
が
、
明
確
な
路
線
が
示
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
多
く
の
新
演
劇
一
座
と
同
様
に
〈
次
〉
を
探
し
て
川
上
は
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
八
九
七
年
の
秋
、
衆
議
院
議
員
に
立
候
補
し
て
落
選
、
翌
年
の
一
月
に
再
度
立
候
補
す
る
が
ま
た
落
選
し
て
い
る
。
何
ゆ
え
川
上
が
国
政
に
か
か
わ
る
こ
と
を
考
え
た
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
落
選
後
、
急
遽
一
座
に
戻
り
、
俳
優
と
し
て
藤
澤
が
用
意
し
て
い
た
「
金
色
夜
叉
」
に
参
加
す
る
こ
と
に
し
た
。
川
上
が
戻
れ
ば
主
役
は
川
上
が
受
け
持
つ
こ
と
に
な
る
。
貫
一
は
川
上
だ
。
結
果
、
藤
沢
は
舞
台
を
踏
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
同
時
代
の
批
評
家
伊
臣
紫
葉
も
、
や
は
り
後
の
東
京
座
公
演
の
劇
評（『
歌
舞
伎
』
三
十
八
号
明
治
三
六
年
）で
初
演
の
内
容
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
。
〈
原
作
の
前
編
が
で
た
ば
か
り
の
と
き
〉
で
「
貫
一
の
闇
撃
」
迄
を
上
演
し
た
と
書
い
て
い
る
。
し
か
し
先
に
記
し
た
よ
う
に
単
行
本
前
編
は
ま
だ
出
て
い
な
い
。
伊
臣
の
記
述
は
後
年
の
も
の
だ
か
ら
記
憶
の
ず
れ
が
あ
る
。
新
聞
の
連
載
が
貫
一
の
闇
討
ち
に
来
た
と
こ
ろ
で
舞
台
に
上
げ
た
と
い
う
の
が
実
際
の
よ
う
だ
。
一
九
七
八
年
に
出
た
『
新
派
百
年
へ
の
前
進
』（
大
手
町
出
版
）
の
中
で
「
喜
多
村
緑
郎
聞
書
」
を
記
録
し
た
大
江
良
太
郎
は
次
の
よ
う
に
書
く
。
「
初
演
の
〝
金
色
夜
叉
〞
は
前
編
だ
け
し
か
新
聞
に
発
表
さ
れ
て
い
な
い
単
行
本
発
刊
以
前
の
こ
と
で
も
あ
り
、
間
貫
一
が
高
利
貸
鰐
淵
の
手
代
と
な
り
、
向
陵
時
代
の
学
友
か
ら
鉄
拳
制
裁
を
受
け
る
と
こ
ろ
で
終
幕
だ
っ
た
。」
配
役
に
つ
い
て
は
先
の
秋
葉
本
『
東
都
』
と
同
様
の
指
摘
で
「〝
金
色
夜
叉
〞
初
演
は
三
十
一
年
三
月
の
市
村
座
、
藤
沢
、
高
田
、
小
織
と
い
う
一
座
の
手
に
よ
っ
て
で
あ
る
。」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
秋
葉
の
『
東
都
』
を
参
考
に
し
た
か
の
ご
と
く
酷
似
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
青
々
園
の
評
で
明
ら
か
だ
。
実
は
喜
多
村
は
こ
の
と
き
、京
都
の
角
座
で「
片
腕
」
に
出
勤
し
て
い
た
。「
金
色
夜
叉
」
初
演
は
見
て
い
な
い
。
藤
澤
の
貫
一
と
い
う
配
役
が
公
開
さ
れ
た
あ
と
で
急
遽
川
上
に
変
更
さ
れ
た
の
を
知
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
い
う
混
乱
を
見
る
と
、〈
聞
き
書
き
〉
を
は
じ
め
と
し
て
資
料
の
読
み
は
後
年
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
裏
付
け
を
取
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
難
し
い
こ
と
だ
。
さ
て
、
こ
こ
で
小
説
「
金
色
夜
叉
」
合
評
で
有
名
な
「
藝
文
」（
一
九
〇
二
年
八
月
〈
明
35
〉）
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
初
演
直
後
の
も
の
で
は
な
い
。
単
行
本
の
続
編
が
出
た
あ
と
の
批
評
だ
。
多
数
（
17
名
）
の
匿
名
評
者
に
よ
る
合
評
で
、
出
席
者
は
初
め
に
あ
げ
ら
れ
て
い
て
、
著
者
の
紅
葉
は
も
ち
ろ
ん
、
森
łR
外
（
隠
流
）
を
は
じ
め
と
し
て
著
名
人
が
並
ぶ注４
。
そ
の
中
に
女
性
名
が
三
人
あ
る
。
女
の
振
り
を
し
て
三
木
竹
二
が
加
わ
り
、
竹
二
の
妻
真
如
と
新
人
の
八
千
代
（
芹
影
）
な
ど
も
参
加
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
伊
臣
と
青
々
園
は
匿
名
で
な
く
名
前
を
出
し
て
発
言
し
て
い
る
。
な
ん
と
こ
こ
に
は
「
藝
文
」
発
行
前
（
明
治
三
五
年
）
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ま
で
の
上
演
に
つ
い
て
か
な
り
細
か
く
載
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
再
演
は
大
阪
朝
日
座
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
前
に
大
阪
梅
田
歌
舞
伎
で
上
演
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
不
分
明
で
あ
っ
た
中
野
信
近
の
宮
戸
座
の
記
録
も
あ
る
。
同
時
代
の
記
録
で
あ
る
か
ら
お
そ
ら
く
誤
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
下
に
初
演
か
ら
川
上
が
正
劇
「
オ
セ
ロ
」
を
上
演
し
た
明
治
三
六
年
ま
で
と
そ
の
後
の
二
つ
の
上
演
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
３
初
演
か
ら
再
演
へ
初
演
一
八
九
八
年
（
明
治
31
）
三
月
二
五
日
〜
四
月
中
旬
、
市
村
座
、
川
上
音
二
郎
一
座
、
藤
沢
浅
二
郎
脚
色
。
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
初
演
の
時
期
や
俳
優
を
確
定
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
事
前
に
宣
伝
さ
れ
て
い
た
〈
藤
沢
の
貫
一
〉
が
、
上
演
直
前
に
〈
川
上
の
貫
一
〉
に
か
わ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
宮
が
河
村
き
よ
し
（
昶
）、
富
山
が
高
田
實
、
蒲
田
が
小
織
桂
一
郎
、
風
早
が
藤
川
岩
之
助
、
遊
佐
が
小
西
福
一
郎
、
宮
の
母
が
石
田
信
夫
、
と
い
う
配
役
で
、
貫
一
襲
撃
（
日
比
野
原
暗
夜
狙
撃
の
場
）
ま
で
上
演
さ
れ
、
こ
の
公
演
の
後
、
川
上
音
二
郎
は
一
座
と
共
に
洋
行
、初
の
海
外
公
演
に
出
る
。
再
演
一
八
九
九
年
（
明
治
32
）
一
一
月
、
大
阪
梅
田
歌
舞
伎
、
岩
崎
舜
花
脚
色
。こ
の
上
演
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
触
れ
ら
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
配
役
を
あ
げ
る
と
富
山
が
高
田
、
貫
一
が
小
織
、
宮
が
河
村
昶
、
蒲
田
が
佐
藤
歳
三
、
風
早
が
井
垣
増
太
郎
、
遊
佐
と
鴫
澤
が
小
西
の
二
役
、
鴫
澤
母
が
石
田
信
夫
、
鰐
淵
直
行
が
境
若
狭
。
外
題
が
「
汝
（
お
の
れ
）」
で
、
場
割
を
み
て
も
小
説
と
は
異
な
る
場
が
あ
る
。
し
か
も
貫
一
が
洋
行
し
、
貫
一
と
お
宮
は
年
老
い
て
か
ら
結
婚
す
る
と
い
う
。
小
説
が
連
載
中
で
ど
の
よ
う
な
結
末
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
勝
手
な
解
決
を
し
た
の
だ
ろ
う
。「
世
間
受
専
一
の
演
劇
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。「
金
色
夜
叉
」
の
名
を
利
用
し
て
上
演
さ
れ
た
客
受
け
の
す
る
舞
台
と
み
て
い
い
。
あ
と
で
引
く
が
紅
葉
は
四
年
後
、『
歌
舞
伎
』
三
十
八
号
で
こ
の
改
作
を
怒
り
、
高
田
が
「
宮
を
貫
一
に
配
合
す
と
い
ふ
の
を
大
団
円
に
や
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
余
り
想
像
し
過
ぎ
て
、
紅
葉
先
生
に
悪
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
謝
っ
て
い
る
。「
金
色
夜
叉
」
で
必
ず
登
場
す
る
荒
尾
譲
介
が
こ
の
二
つ
の
公
演
に
は
ま
だ
で
て
い
な
い
。
連
載
が
そ
こ
ま
で
い
か
な
か
っ
た
の
だ
。
し
か
し
勝
手
な
結
末
が
付
け
加
え
ら
れ
る
ほ
ど
、
こ
の
小
説
は
、
そ
の
行
方
が
注
目
さ
れ
て
い
た
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
。
再
々
演（
第
三
回
）
一
九
〇
二
年
（
明
治
35
）、
浅
草
宮
戸
座
、
花
房
柳
外
脚
色
。
貫
一
が
中
野
信
近
、
宮
が
小
中
村
又
三
郎
、
鰐
淵
直
行
が
山
田
宗
三
郎
、
直
道
が
中
村
秋
孝
、
荒
尾
が
門
脇
清
澄
、
風
早
が
柴
田
善
太
郎
、
蒲
田
が
中
村
秋
孝
、
富
山
が
菊
地
武
成
、
遊
佐
が
佐
々
木
一
男
な
ど
で
、
歌
留
多
会
か
ら
塩
原
温
泉
ま
で
六
幕
十
五
場
が
舞
台
に
あ
が
る注５
。
荒
尾
は
初
登
場
し
た
が
、
赤
樫
満
枝
は
ま
だ
出
て
こ
な
い
。
こ
の
公
演
は
東
京
座
の
劇
評
（『
歌
舞
伎
』
三
十
八
号
一
九
〇
三
年
六
月
）
で
青
々
園
に
も
伊
臣
に
も
触
れ
ら
れ
た
。
川
上
の
初
演
「
金
色
夜
叉
」
と
比
べ
な
が
ら
批
評
さ
れ
て
い
る
か
ら
初
演
の
様
子
も
わ
か
る
。
以
下
に
伊
臣
評
を
部
分
的
に
引
い
て
み
よ
う
。
中
野
の
貫
一
に
つ
い
て
川
上
と
の
比
較
で
「
川
上
の
貫
一
は
、
九
州
弁
の
調
子
も
佳
く
、
熱
情
溢
る
ゝ
如
く
で
、
悪
く
は
な
か
つ
た
が
、
高
利
貸
に
な
つ
て
か
ら
、
即
ち
或
動
機
の
為
に
残
忍
酷
薄
に
な
つ
て
、
社
会
に
金
と
云
へ
る
物
の
外
は
何
者
も
眼
中
に
無
く
な
つ
て
か
ら
の
人
物
は
、
往
々
軽
率
の
挙
動
が
顕
れ
て
、
持
前
の
愛
嬌
が
慥
に
邪
魔
を
し
た
。
其
学
生
時
代
も
帽
子
洋
服
其
他
が
不
似
合
で
馬
鐵
の
馭
者
の
様
で
あ
つ
た
。
中
野
は
又
其
態
度
風
采
が
高
利
貸
に
成
て
か
ら
は
佳
く
嵌
つ
て
居
た
が
、
学
生
時
代
か
ら
分
別
臭
く
て
、
燃
ゆ
る
如
き
熱
情
が
初
か
ら
備
は
つ
て
居
ら
ぬ
様
で
あ
つ
た
。
併
し
當
人
は
此
金
色
夜
叉
を
す
る
に
就
て
は
、
非
常
の
苦
心
で
、
原
作
者
に
親
し
く
教
を
乞
ひ
、
充
分
に
役
柄
を
呑
込
で
し
た
か
ら
、中
々
見
ご
た
へ
が
あ
つ
た
。
け
れ
ど
も
、
二
人
共
（
川
上
と
中
野
…
…
井
上
注
）
初
め
に
無
垢
な
学
生
か
ら
金
色
夜
叉
に
変
る
其
変
化
が
、
山
人
の
所
謂
間
貫
一
其
人
を
充
分
に
写
し
得
な
か
つ
た
。」
と
評
し
、
富
山
は
初
演
の
高
田
の
ほ
う
が
勝
っ
て
い
た
と
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宮
に
つ
い
て
は
「
河
村
の
宮
は
、
例
の
蓮
葉
な
調
子
の
飛
び
離
れ
た
難
は
あ
る
が
、
自
分
の
惚
込
ん
だ
男
と
も
夫
婦
に
な
り
た
く
、
又
金
力
と
名
誉
と
を
有
せ
る
富
山
の
妻
に
も
な
つ
て
見
や
う
か
と
云
ふ
、
極
浮
付
た
、
考
の
足
ら
ぬ
娘
気
質
を
巧
に
写
し
た
。
小
中
村
の
は
未
通
女
過
ぎ
て
、
唯
母
に
勧
め
ら
れ
て
意
の
動
い
た
様
に
見
え
た
。
換
言
す
れ
ば
凡
て
の
動
作
が
余
り
に
他
動
的
で
あ
つ
た
。」
宮
と
い
う
女
性
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
で
芝
居
全
体
が
変
わ
る
。
そ
の
意
味
で
も
興
味
深
い
評
だ
。
し
か
し
伊
臣
紫
葉
の
劇
評
は
相
変
わ
ら
ず
の
俳
優
の
演
技
中
心
で
、「
歌
舞
伎
評
判
記
」
を
出
て
い
な
い
。
第
四
回
再
演
一
九
〇
二
年
（
明
治
35
）
六
月
、
大
阪
道
頓
堀
朝
日
座
、
五
幕
十
一
駒
。
秋
月
桂
太
郎
の
貫
一
、
喜
多
村
緑
郎
の
宮
、高
田
實
の
荒
尾
、
河
村
昶
の
満
枝
、
山
田
如
洋
の
富
山
、
小
織
の
蒲
田
、岩
尾
慶
三
郎
の
風
早
。
歌
留
多
会
が
な
く
、
熱
海
街
道
か
ら
は
じ
ま
り
、
熱
海
の
海
岸
、
新
橋
停
車
場
、
遊
佐
住
居
、
狙
撃
、
富
山
邸
、
病
院
病
室
、
大
川
端
出
会
い
、
三
番
町
の
貫
一
の
奥
座
敷
で
終
わ
る
。
場
割
が
少
な
い
た
め
に
「
東
京
宮
古
座
の
に
比
す
る
に
、
場
面
と
云
ひ
登
場
人
物
と
云
ひ
、
此
方
が
余
程
淋
し
う
思
は
れ
る
」（「
藝
文
」）
と
書
か
れ
た
。
大
阪
公
演
の
た
め
都
新
聞
に
は
こ
れ
に
関
す
る
記
事
は
な
か
っ
た
が
、
先
に
あ
げ
た
「
喜
多
村
緑
郎
聞
書
」
で
上
演
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
〈
こ
の
公
演
は
配
役
で
も
め
た
。
高
田
は
富
山
を
演
り
た
い
と
い
い
、
喜
多
村
は
高
田
が
荒
尾
を
や
ら
な
い
な
ら
、
宮
を
や
る
の
は
い
や
だ
と
い
っ
た
〉、
そ
の
結
果
、
芝
山
内
の
場
を
設
け
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
荒
尾
と
宮
の
出
会
い
の
場
で
一
種
の
見
せ
場
だ
。
以
後
、
こ
の
見
せ
場
は
新
派
の
「
金
色
夜
叉
」
に
は
必
ず
出
る
場
と
な
る
。
歌
留
多
会
を
抜
い
た
た
め
に
、
貫
一
と
宮
と
の
仲
を
知
ら
せ
、
富
山
が
宮
を
見
初
め
る
話
な
ど
を
熱
海
街
道
の
場
で
告
げ
た
ら
し
い
。
こ
れ
も
原
作
に
は
な
い
。
こ
う
し
て
新
演
劇
は
独
自
の
見
せ
場
を
作
っ
て
「
金
色
夜
叉
」
を
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
し
て
い
く
。
高
田
の
荒
尾
は
こ
れ
が
初
役
で
、
以
後
荒
尾
は
高
田
の
持
ち
役
と
な
る
。
初
登
場
の
満
枝
は
「
藝
文
」
で
は
、
こ
の
よ
う
に
描
出
さ
れ
て
い
る
。「
満
枝
と
云
ふ
女
は
、
さ
ほ
ど
に
づ
ぶ
と
い
女
で
も
な
い
や
う
で
、
謂
は
ゞ
厚
か
ま
し
い
、
欲
張
り
な
、
い
ゝ
女
ら
し
く
、
斯
う
云
ふ
女
は
得
て
情
に
脆
い
も
の
な
の
で
す
。そ
れ
で
此
篇
中
の
満
枝
は
大
に
米
坡
式
の
所
が
あ
り
升
。〔
略
〕
色
気
た
つ
ぷ
り
な
様
子
を
す
る
米
坡
で
は
な
く
、
平
生
の
米
坡
に
最
も
能
く
似
て
居
升
。
作
者
も
或
は
そ
れ
を
見
て
書
い
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
思
ふ
位
で
す
（
１
０
９
頁
）」「
あ
れ
は
貫
一
に
惚
れ
て
、付
け
つ
廻
し
つ
て
居
て
、
ど
ん
な
に
突
き
放
さ
れ
て
も
、
矢
張
平
気
で
付
け
つ
廻
し
つ
し
て
居
ま
す
。
ど
う
も
あ
れ
は
分
ら
ぬ
（
略
）
満
枝
の
事
は
、
宮
と
反
映
し
て
居
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
美
人
と
し
て
あ
り
ま
す
。
全
體
此
頃
の
小
説
に
出
る
女
は
、
皆
美
人
に
書
い
て
あ
る
習
で
、
金
色
夜
叉
も
此
例
に
は
漏
れ
な
い
。（
１
２
６
頁
）」
こ
れ
を
読
む
と
小
説
に
登
場
す
る
女
性
が
美
人
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
の
頃
か
ら
の
よ
う
だ
。
源
氏
物
語
に
も
美
人
は
そ
う
沢
山
出
て
こ
な
い
と
「
金
色
夜
叉
」
と
比
較
し
て
い
る
し
、「
美
人
と
い
ふ
も
の
が
さ
う
有
る
べ
き
も
の
で
な
い
」
と
い
う
文
言
も
こ
の
あ
と
続
く
。
確
か
に
美
人
は
そ
う
は
い
な
い
は
ず
だ
。
し
か
し
こ
の
指
摘
は
非
常
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
〈
物
語
に
登
場
す
る
女
性
が
美
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〉
と
い
う
視
点
の
登
場
で
あ
り
、同
時
に
そ
れ
が
以
後
定
着
す
る
わ
け
で
、
い
っ
て
み
れ
ば
こ
の
時
期
は
性
を
売
る
女
性
ば
か
り
で
は
な
く
家
父
長
制
下
の
普
通
の
女
性
が
男
性
の
所
有
物
、
商
品
と
化
し
て
い
く
、
ち
ょ
う
ど
入
り
口
に
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。
「
金
色
夜
叉
」
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
明
治
近
代
社
会
の
時
代
色
を
色
濃
く
映
し
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
第
五
回
一
九
〇
三
年
六
月
東
京
座
川
上
一
座
藤
澤
の
貫
一
。
第
六
回
一
九
〇
五
年
六
月
真
砂
座
伊
井
蓉
峰
の
貫
一
。
第
七
回
一
九
〇
五
年
七
月
本
郷
座
藤
澤
の
貫
一
。
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さ
て
、
上
記
の
⑤
⑥
⑦
の
上
演
に
は
八
千
代
や
紅
葉
、
伊
臣
紫
葉
、
三
木
竹
二
な
ど
が
劇
評
を
書
い
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
４
一
九
〇
三
年
六
月
の
東
京
座
公
演
評
―
『
歌
舞
伎
』
三
十
八
号
か
ら
『
歌
舞
伎
』
三
十
八
号
（
明
治
36
年
年
７
月
）
に
は
、
尾
崎
紅
葉
「
東
京
座
の
金
色
夜
叉
を
見
て
」、
伊
臣
紫
葉
「
東
京
座
の
金
色
夜
叉
」、
芹
影
「
東
京
座
の
金
色
夜
叉
」、
三
木
竹
二
「
高
田
の
荒
尾
譲
助
」、
す
の
字
「
荒
尾
譲
助
に
就
手
高
田
實
の
話
」
な
ど
が
載
っ
た
。
ま
ず
配
役
だ
が
、
佐
藤
歳
三
が
富
山
、
高
田
實
が
荒
尾
、
中
野
信
也
が
蒲
田
鉄
也
、
藤
川
岩
之
助
の
風
早
蔵
之
助
、
高
部
幸
次
郎
の
遊
佐
良
橘
、
守
住
月
華
の
赤
樫
満
枝
、
山
田
九
州
男
の
宮
、
藤
沢
浅
二
郎
の
貫
一
で
あ
っ
た
。
こ
の
劇
場
は
初
め
て
書
生
芝
居
を
上
演
し
た
の
で
あ
る
が
、
初
日
か
ら
大
入
り
、
大
当
た
り
で
、「
書
生
芝
居
を
余
り
や
つ
た
事
の
無
い
当
座
で
初
日
か
ら
此
大
入
り
は
、
大
骨
折
の
効
が
見
え
て
大
当
た
り
く
」
と
伊
臣
紫
葉
は
書
い
て
い
る
。「
金
色
夜
叉
」
の
続
々
編
が
で
た
あ
と
で
、
ほ
ぼ
内
容
が
知
れ
渡
っ
て
い
た
と
い
う
原
作
の
力
と
人
気
者
高
田
の
客
が
来
た
と
考
え
て
い
い
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
新
演
劇
の
集
団
を
「
書
生
芝
居
」
と
し
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。
既
に
こ
の
時
期
は
書
生
芝
居
の
段
階
は
当
に
ク
リ
ア
ー
し
て
い
た
。
川
上
音
二
郎
が
正
劇
と
銘
打
っ
て
「
オ
セ
ロ
」
を
上
演
し
た
あ
と
で
あ
る
。
が
、
旧
派
の
劇
評
家
で
あ
る
伊
臣
に
は
新
演
劇
は
書
生
芝
居
で
し
か
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
後
で
引
く
尾
崎
紅
葉
の
指
摘
と
比
較
す
る
と
、
劇
評
家
の
思
想
も
舞
台
評
価
に
影
響
し
、
旧
派
の
劇
評
家
が
多
い
中
で
新
演
劇
は
格
闘
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
手
に
と
る
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
伊
臣
の
評
だ
。
作
者
の
尾
崎
紅
葉
は
「
自
分
が
場
割
を
し
て
、
座
付
の
岩
崎
舜
花
子
が
筆
を
執
る
」
と
い
う
約
束
だ
っ
た
の
に
、
高
田
が
大
阪
で
や
っ
た
筋
を
付
け
た
た
め
に
「
蛇
足
が
添
つ
て
、
其
の
蛇
足
の
為
に
本
文
の
筋
を
傷
け
」「
人
物
の
性
格
を
も
害
す
る
や
う
な
事
」
に
な
っ
た
と
批
評
の
冒
頭
か
ら
怒
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
四
谷
見
附
闇
撃
の
場
を
さ
し
て
い
て
、
役
者
が
客
受
け
を
求
め
て
筋
を
壊
す
の
は
「
歌
舞
伎
芝
居
に
あ
る
通
弊
で
、
尤
も
厭
ふ
べ
き
事
」「
正
劇
を
標
榜
す
る
も
の
」
が
「
悪
弊
を
一
洗
す
る
責
任
を
忘
れ
」
る
と
は
何
事
か
と
書
く
。
さ
ら
に
道
具
が
粗
末
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
た
あ
と
、
成
功
例
と
し
て
芝
公
園
、
上
野
停
車
場
な
ど
を
あ
げ
、
見
せ
場
も
な
い
の
に
「
全
幅
活
動
し
て
、
謂
ふ
に
言
は
れ
ぬ
趣
味
を
感
じ
」「
正
劇
派
の
理
想
と
す
る
の
は
あ
す
こ
で
あ
ろ
う
。
新
演
劇
は
渾
て
あ
の
呼
吸
で
行
き
た
い
と
思
ふ
」
と
書
く
。特
に
高
田
の
荒
尾
が
「
一
等
の
で
き
」
と
評
価
。
藤
沢
の
貫
一
は
「
大
車
輪
で
は
あ
る
が
」「
柄
で
は
な
い
」
か
ら
「
成
功
を
望
む
の
は
無
理
」
で
主
役
の
品
格
に
か
け
る
。
守
住
の
満
枝
は
「
色
気
が
乏
し
く
、気
合
が
乗
ら
ず
、
尤
も
不
出
来
」、
山
田
の
宮
に
い
た
っ
て
は
「
言
語
道
断
」
と
不
評
。
女
形
の
山
田
は
女
優
の
山
田
五
十
鈴
の
父
で
あ
る
。
紅
葉
の
評
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
「
正
劇
派
の
理
想
」
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
原
作
に
忠
実
で
勝
手
な
筋
を
付
け
加
え
ず
、
役
者
の
見
せ
場
が
な
く
と
も
場
を
維
持
で
き
る
俳
優
の
演
技
と
舞
台
の
構
成
を
評
価
し
て
い
る
か
ら
だ
。
こ
れ
は
川
上
音
二
郎
が
主
張
す
る
正
劇
（
一
九
〇
三
年
二
月
の
「
オ
セ
ロ
」
公
演
）
が
、
歌
舞
伎
に
対
抗
す
る
演
劇
と
し
て
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
伊
臣
評
は
鰐
淵
父
子
を
出
さ
な
い
の
が
残
念
で
、
お
ま
け
に
観
客
に
筋
を
飲
み
込
ま
せ
る
た
め
に
熱
海
街
道
の
場
な
ぞ
を
加
え
た
の
は
よ
く
な
い
と
苦
言
を
呈
す
。
筋
の
加
筆
は
紅
葉
が
批
判
し
た
と
こ
ろ
だ
。演
技
に
つ
い
て
は
、
高
田
の
荒
尾
は
「
此
人
の
外
に
此
役
を
此
位
に
仕
こ
な
す
人
は
い
な
い
」
と
絶
賛
。
守
住
の
満
枝
は
「
何
と
云
つ
て
も
素
養
は
争
は
れ
ぬ
も
の
で
、
身
體
の
科
し
か
ら
寛
一
へ
の
色
合
、病
院
で
五
月
蝿
く
付
纏
ふ
あ
た
り
は
佳
い
が
、
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塩
原
で
の
嫉
妬
か
ら
殺
さ
る
ゝ
迄
の
仕
草
は
チ
ト
気
が
乗
ら
ぬ
様
打
（
略
）
生
意
気
な
処
が
、
此
優
で
は
赤
抜
け
が
し
て
、
女
役
者
の
鉄
火
者
ら
し
く
見
ゆ
る
」
と
。
紅
葉
が
批
判
し
た
山
田
の
宮
は
「
容
色
が
悪
い
」
か
ら
他
の
娘
と
並
ん
で
い
る
と
ど
れ
が
宮
だ
か
わ
か
ら
な
い
、「
茶
や
女
が
素
人
風
を
装
ふ
た
」
み
た
い
で
、
こ
れ
な
ら
「
仕
出
し
に
出
て
居
る
女
優
」
に
で
も
さ
せ
た
ほ
う
が
成
功
し
た
と
ま
で
散
々
に
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
よ
ほ
ど
ひ
ど
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
山
田
は
高
田
の
弟
子
で
あ
っ
た
か
ら
こ
の
役
が
つ
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
出
演
し
て
い
る
「
女
優
」
と
は
何
か
。
周
知
の
と
お
り
本
格
的
な
女
優
の
養
成
所
は
六
年
後
に
出
来
る
。
こ
の
時
期
に
女
役
者
の
守
住
は
女
優
の
養
成
を
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
お
そ
ら
く
こ
の
女
優
た
ち
は
守
住
一
座
の
女
性
た
ち
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
守
住
は
本
所
寿
座
で
座
頭
女
芝
居
の
全
盛
時
代
を
築
き
、
女
団
洲
と
も
呼
ば
れ
た
実
力
派
で
あ
っ
た
。
舞
踊
が
得
意
で
女
役
が
本
領
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
満
枝
役
が
ミ
ス
キ
ャ
ス
ト
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
紅
葉
や
伊
臣
と
八
千
代
の
評
価
を
後
で
比
較
し
て
み
た
い
。
さ
て
、
貫
一
。
や
っ
と
藤
澤
に
回
っ
て
き
た
役
だ
か
ら
研
究
を
重
ね
た
ら
し
く
「
大
い
に
見
耐
へ
が
あ
つ
た
」
と
評
価
。
興
味
深
い
の
は
、
衣
装
へ
の
苦
情
で
、
一
枚
の
肩
掛
け
に
宮
と
貫
一
が
包
ま
っ
て
歩
く
と
こ
ろ
。
肩
掛
け
の
下
か
ら
す
そ
の
長
い
女
の
足
と
ズ
ボ
ン
を
は
く
男
の
足
が
出
る
の
が
面
白
い
の
に
貫
一
が
着
物
で
は
大
学
生
と
い
う
貫
一
が
表
現
で
き
な
い
と
苦
情
。
俳
優
の
バ
ラ
ン
ス
と
見
場
が
こ
こ
で
も
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
伊
臣
評
は
相
変
わ
ら
ず
の
旧
派
評
で
俳
優
評
中
心
だ
。
さ
て
、
八
千
代
（
芹
影
）
の
評
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
か
な
り
細
部
に
わ
た
る
劇
評
で
、
二
段
組
九
頁
に
及
ん
で
い
る
。
番
付
の
画
は
鏑
木
清
方
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
清
方
画
伯
の
番
付
か
ら
批
評
が
始
ま
る
。「
誠
に
結
構
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
宮
の
羽
織
の
紋
が
少
し
袖
口
の
方
へ
寄
り
過
ぎ
は
い
た
し
ま
せ
ん
か
と
存
じ
ま
す
。」
語
り
口
は
こ
ん
な
調
子
で
、
や
は
り
細
部
の
〈
本
当
ら
し
さ
〉
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。以
下
、
幕
毎
の
批
評
。
序
幕
、
中
野
の
蒲
田
は
声
の
響
く
人
で
は
な
い
か
ら
歌
留
多
会
の
読
手
に
は
は
ま
ら
な
い
。
山
田
の
宮
、
風
波
を
鎮
め
る
油
程
の
勢
力
あ
る
女
王
と
ま
で
に
は
見
え
な
い
が
、
女
に
は
確
か
に
な
っ
て
い
た
、
と
い
う
指
摘
に
は
じ
ま
り
、「
束
髪
の
格
好
と
、
帯
を
下
へ
締
め
た
故
か
羽
織
を
着
た
後
姿
の
悪
か
つ
た
の
と
、
簪
が
赤
か
つ
た
の
と
が
物
た
り
」
な
い
、
さ
ら
に
は
「
リ
ボ
ン
の
流
行
ら
な
い
時
で
す
か
ら
、『
薄
紫
の
リ
ボ
ン
飾
し
て
』
と
は
ゆ
か
ず
と
も
、
せ
め
て
白
い
花
に
で
も
し
て
貰
ひ
た
か
つ
た
」
と
当
時
の
流
行
に
ま
で
お
よ
ぶ
。
熱
海
の
場
、
貫
一
の
衣
装
を
八
千
代
も
批
判
、「
日
曜
（
廿
一
日
）
に
拝
見
い
た
し
ま
し
た
時
に
は
着
流
し
の
裾
の
勝
色
が
厭
味
で
し
た
が
、
此
日
は
袴
が
つ
き
ま
し
た
の
で
大
き
に
見
な
ほ
し
ま
し
た
。」
こ
れ
は
長
い
シ
ョ
ー
ル
に
二
人
で
包
ま
っ
て
、
貫
一
の
ズ
ボ
ン
の
足
と
宮
の
着
物
の
裾
の
見
え
る
と
こ
ろ
が
絵
に
な
っ
て
〈
新
し
い
〉
恋
人
同
士
の
ラ
ン
デ
ヴ
ー
表
現
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
ズ
ボ
ン
で
な
く
て
着
物
で
あ
っ
た
か
ら
散
々
に
批
判
さ
れ
る
。
八
千
代
は
セ
リ
フ
ま
で
否
定
す
る
。「『
今
度
は
宮
さ
ん
と
別
れ
だ
ぜ
』
と
云
は
れ
て
、『
仕
方
が
な
い
ね
え
』
な
ぞ
は
、
云
は
ぬ
方
が
さ
つ
ぱ
り
し
て
を
り
ま
せ
う
」
と
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
。
佐
藤
の
富
山
は
品
が
な
い
。
九
段
坂
や
夜
道
は
嫌
味
が
な
く
て
よ
か
っ
た
が
、「
け
れ
ど
月
も
無
い
の
に
能
く
貫
一
宮
の
来
る
の
が
見
え
ま
し
た
の
ね
」
と
、
こ
こ
で
も
現
実
的
な
批
判
を
す
る
。
山
田
の
宮
は
一
八
歳
に
は
見
え
な
い
。
羽
織
の
色
合
い
が
派
手
。
シ
ョ
ー
ル
の
柄
も
悪
く
、
肩
掛
け
の
掛
け
方
が
へ
た
。
セ
リ
フ
も
よ
く
な
い
、
下
品
…
…
等
々
、
散
々
だ
。
本
当
に
ひ
ど
か
っ
た
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
山
田
は
、
当
時
二
四
歳
で
あ
っ
た
。
女
形
で
あ
る
か
ら
体
型
や
容
色
が
悪
い
と
一
八
歳
に
は
見
え
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。〈
本
当
ら
し
さ
〉
を
重
視
す
る
合
理
的
な
批
評
が
こ
こ
に
も
見
出
さ
れ
る
。
八
千
代
は
こ
の
評
で
川
上
が
上
演
し
た
と
き
と
比
較
す
る
。
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「
藤
沢
の
貫
一
、
宮
と
の
事
に
就
い
て
の
話
の
為
や
う
が
餘
り
譯
な
し
で
す
。
ず
っ
と
以
前
川
上
が
致
し
ま
し
た
時
に
は
幾
度
も
幾
度
も
云
い
渋
つ
て
か
ら
漸
つ
と
申
し
ま
し
た
が
、
其
方
が
好
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
し
て
此
人
で
す
か
ら
少
し
華
美
な
位
に
振
舞
つ
て
も
よ
か
つ
た
で
せ
う
」、
こ
の
評
を
見
る
と
藤
沢
は
地
味
な
俳
優
で
、
川
上
は
華
の
あ
る
俳
優
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。「
佐
藤
の
富
山
、
高
田
に
は
適
ひ
ま
す
ま
い
羽
織
の
柄
は
悪
く
は
あ
り
ま
す
ま
い
が
、
着
物
が
骨
牌
会
の
時
の
と
同
じ
物
だ
つ
た
の
は
、
外
国
で
は
流
行
を
喜
ぶ
人
と
し
て
は
受
け
と
れ
ま
せ
ん
様
で
す
。（
略
）
藤
沢
の
貫
一
、
新
聞
を
読
む
処
も
煙
草
の
煙
を
掛
け
る
処
も
川
上
流
で
し
た
が
、
後
で
新
聞
を
破
る
事
と
、
土
を
蹴
る
事
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
お
と
な
し
様
な
も
の
の
、
女
に
そ
む
か
れ
た
丈
で
高
利
貸
し
に
な
る
位
の
男
で
す
か
ら
そ
の
位
の
科
は
あ
つ
て
も
い
い
と
存
じ
ま
す
。『
落
花
心
あ
ら
ば
…
…
』
も
力
が
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
山
田
の
宮
、
親
の
為
に
嫁
ぐ
や
う
な
事
を
云
つ
て
を
り
ま
す
が
そ
う
ぢ
ゃ
あ
り
ま
す
ま
い
。
で
す
か
ら
『
深
い
仔
細
が
あ
る
』
な
ど
云
は
ず
、『
屹
度
貴
方
の
事
を
忘
れ
な
い
証
拠
を
見
せ
る
』
と
云
う
方
を
採
つ
た
ら
よ
か
つ
た
で
せ
う
。」
「
金
色
夜
叉
」
は
度
々
上
演
さ
れ
て
い
る
た
め
、脚
本
も
さ
ま
ざ
ま
あ
り
、
宮
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
で
舞
台
が
旧
弊
に
な
る
か
、
新
し
く
な
る
か
決
ま
る
。
原
作
者
の
紅
葉
は
も
ち
ろ
ん
、
弱
冠
二
〇
歳
の
八
千
代
も
「
金
色
夜
叉
」
に
新
し
さ
を
求
め
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
。貫
一
に
つ
い
て
も「
女
に
そ
む
か
れ
た
丈
で
高
利
貸
し
に
な
る
位
の
男
」
と
い
う
八
千
代
の
評
は
、
貫
一
批
判
だ
。
他
方
、
宮
は
自
分
の
選
択
で
富
山
の
と
こ
ろ
へ
嫁
に
行
き
、
そ
し
て
そ
の
失
敗
に
気
づ
く
、
そ
ん
な
「
金
色
夜
叉
」
理
解
が
こ
こ
に
は
あ
る
。
明
治
と
い
う
過
去
の
時
代
を
一
つ
に
括
っ
て
古
い
時
代
で
切
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
可
能
だ
が
、
当
時
の
現
実
は
江
戸
に
比
べ
れ
ば
ず
っ
と
新
し
い
、
そ
ん
な
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。〈
親
の
た
め
に
嫁
ぐ
娘
〉
で
は
、
旧
弊
で
読
者
た
ち
、
お
そ
ら
く
教
育
を
受
け
た
娘
た
ち
と
推
測
さ
れ
る
が
、
若
者
た
ち
は
読
ま
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
小
説
そ
の
も
の
も
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
は
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
下
層
の
貧
し
い
農
家
の
娘
た
ち
は
親
の
た
め
兄
弟
の
た
め
に
そ
の
身
を
犠
牲
に
し
た
が
、
中
流
の
娘
た
ち
は
自
身
の
選
択
で
行
動
が
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
、
宮
の
選
択
は
肯
定
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
い
か
な
る
行
動
も
根
源
的
な
と
こ
ろ
で
は
家
父
長
制
社
会
の
枠
内
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
、
破
綻
す
る
。
そ
う
い
う
悲
劇
が
こ
こ
に
は
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
を
突
き
破
る
女
た
ち
も
い
た
。
し
か
し
極
め
て
少
な
く
、
大
衆
レ
ベ
ル
に
影
響
を
与
え
る
思
想
は
ま
だ
獲
得
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
藤
沢
の
貫
一
、
熱
心
は
熱
心
で
す
が
、
ど
う
も
長
い
白
に
な
り
ま
す
と
講
談
師
め
い
て
参
り
ま
す
。
高
低
が
つ
よ
い
の
で
少
し
遠
く
に
を
り
ま
す
と
急
に
聞
ゑ
な
く
な
る
時
が
あ
り
ま
す
。『
一
月
十
七
日
の
月
が
曇
っ
た
な
ら
ば
』
と
云
う
処
も
只
一
度
ぎ
り
で
は
あ
つ
け
無
う
御
座
い
ま
し
た
。
や
は
り
此
処
は
『
来
年
の
今
月
今
夜
、
再
来
年
の
今
月
今
夜
、
十
年
後
の
今
月
今
夜
・
・
・
月
が
・
・
・
月
が
・
・
・
月
が
』
と
云
ふ
様
に
原
作
で
い
つ
て
戴
き
度
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」「
金
色
夜
叉
」
の
名
セ
リ
フ
と
し
て
後
々
ま
で
も
流
布
さ
れ
た
も
の
だ
。
八
千
代
は
原
作
ど
お
り
の
場
面
を
期
待
し
て
い
る
。
「（
略
）
此
場
に
出
ま
す
五
人
の
法
学
士
の
中
、
誠
に
学
士
ら
し
い
の
は
高
田
の
荒
尾
一
人
で
す
。
背
が
高
い
の
に
服
の
色
が
品
が
好
い
の
で
誠
に
立
派
で
御
座
い
ま
し
た
。
友
に
対
す
る
意
見
、恩
人
に
向
か
つ
て
の
こ
な
し
等
、
好
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
高
田
は
こ
の
と
き
三
二
歳
、
大
阪
か
ら
戻
り
俳
優
と
し
て
人
気
が
出
て
き
た
と
こ
ろ
だ
。
こ
の
荒
尾
役
で
当
た
っ
て
生
涯
の
当
た
り
役
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
彼
は
こ
の
あ
と
本
郷
座
で
常
打
ち
公
演
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
俳
優
と
し
て
の
絶
頂
期
が
訪
れ
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
頃
の
高
田
は
か
な
り
魅
力
的
な
舞
台
を
見
せ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
興
味
深
い
の
は
女
役
者
守
住
へ
の
評
だ
。八
千
代
は
そ
の
演
技
を
褒
め
る
。
「
守
住
の
満
枝
、（
略
）
寛
一
を
止
め
て
〈
ま
ァ
御
掛
け
遊
ば
せ
な
ね
え
〉
の
辺
り
の
若
々
し
さ
驚
い
て
終
ひ
ま
し
た
。若
く
て
新
俳
優
の
あ
る
者
よ
り
、
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旧
俳
優
で
あ
つ
た
此
人
の
方
が
よ
つ
ぽ
ど
白
が
自
然
な
の
に
は
私
、
敬
服
致
し
ま
し
た
」
と
い
う
。
若
い
新
俳
優
は
山
田
だ
ろ
う
。
女
形
の
山
田
は
こ
の
と
き
二
四
歳
、
女
役
者
守
住
は
五
七
歳
で
あ
っ
た
。
守
住
の
藝
の
力
が
、
そ
し
て
女
性
で
あ
る
と
い
う
現
実
が
、
八
千
代
に
こ
う
し
た
批
評
を
さ
せ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
と
っ
て
も
〈
本
当
ら
し
さ
〉
を
重
視
す
る
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
興
味
深
い
事
例
が
あ
る
。
こ
の
頃
活
人
画
が
流
行
し
て
い
た
。
園
遊
会
や
歌
舞
伎
座
で
活
人
画
興
行
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
活
人
画
と
は
「
イ
キ
テ
イ
ル
ヒ
ト
ヲ
ソ
ノ
マ
マ
エ
ノ
ヤ
ウ
ニ
カ
ザ
リ
ヨ
ソ
ホ
ウ
コ
ト
」（『
新
漢
語
辞
林
』
一
九
〇
四
年
）
だ
。
つ
ま
り
人
を
人
形
の
よ
う
に
飾
っ
て
見
せ
る
こ
と
ら
し
い注６
。
こ
う
し
た
こ
と
が
流
行
す
る
の
は
時
代
が
〈
本
当
ら
し
さ
〉
を
求
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
劇
評
が
〈
本
当
ら
し
さ
〉
を
舞
台
に
求
め
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
ろ
う
。
５
一
九
〇
五
年
六
月
真
砂
座
の
「
金
色
夜
叉
」
『
歌
舞
伎
』
六
十
三
号
こ
の
公
演
は
、
紅
葉
の
追
悼
公
演
で
あ
っ
た
（
三
回
忌
）。
芹
影
の
批
評
は
二
段
組
二
〇
頁
に
も
及
ぶ
。伊
臣
紫
葉
は
活
字
を
落
と
し
て
二
段
組
二
頁
、
竹
二
も
活
字
を
落
と
し
て
二
段
組
二
頁
弱
で
あ
る
か
ら
芹
影
評
の
扱
い
の
大
き
さ
に
驚
か
ざ
る
を
え
な
い
。
配
役
は
、
伊
井
蓉
峰
の
貫
一
、
河
村
の
宮
、
福
島
の
富
山
、
村
田
の
荒
尾
。
紫
葉
に
よ
れ
ば
、
数
年
前
か
ら
伊
井
が
貫
一
を
や
り
た
が
っ
て
い
た
ら
し
く
、「
各
座
が
銘
々
其
特
色
を
以
て
演
じ
て
居
る
の
で
、
最
後
に
演
る
當
座
の
側
に
な
る
と
観
客
の
眼
は
肥
て
居
る
し
数
倍
の
骨
が
折
れ
る
事
だ
。（
略
）
風
葉
氏
に
嘱
し
て
大
團
圓
の
結
末
迄
見
せ
た
」
と
い
う
。
夜
興
行
は
五
時
間
で
上
演
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
更
に
一
幕
ふ
え
た
か
ら
上
演
時
間
を
考
慮
し
た
の
か
突
然「
海
岸
の
貫
一
別
れ
」か
ら
始
ま
っ
た
。
観
客
は
筋
が
わ
か
っ
て
い
て
も
二
人
の
「
密
の
如
き
熱
情
の
迸
る
處
」
を
見
せ
な
け
れ
ば
宮
に
対
す
る
貫
一
の
憤
怒
が
伝
わ
ら
な
い
、
と
紫
葉
は
批
判
す
る
。
他
方
、
竹
二
は
「
風
葉
さ
ん
の
今
度
の
脚
本
で
自
分
の
感
心
し
た
の
は
、
あ
の
長
編
中
の
挿
話
を
一
切
除
い
て
、
単
に
貫
一
宮
の
性
格
の
変
化
を
示
す
に
必
要
な
場
面
だ
け
を
採
ら
れ
た
処
だ
。
紅
葉
君
の
腹
案
に
基
い
た
大
詰
も
、
小
説
と
違
つ
て
劇
で
一
幕
に
見
せ
て
は
少
し
物
足
り
な
い
が
、
短
時
間
で
あ
れ
よ
り
以
外
に
書
現
し
方
は
あ
る
ま
い
」
と
今
回
の
場
割
り
を
評
価
し
て
い
る
。「
性
格
の
変
化
」
と
い
う
指
摘
は
お
そ
ら
く
西
洋
流
の
ド
ラ
マ
概
念
か
ら
出
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
歌
舞
伎
に
も
人
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
理
解
は
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
が
、
明
確
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
紫
葉
が
批
判
し
た
よ
う
に
初
め
に
貫
一
と
宮
の
想
い
合
う
と
こ
ろ
を
入
れ
な
け
れ
ば
理
解
し
に
く
い
。
や
は
り
原
作
の
筋
を
わ
か
っ
て
い
る
観
客
と
い
う
前
提
が
あ
り
、
こ
れ
は
歌
舞
伎
の
上
演
方
法
と
似
る
か
ら
、
新
演
劇
は
段
々
と
歌
舞
伎
的
な
興
行
体
系
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
〈
本
当
ら
し
さ
〉
か
ら
遠
く
な
る
の
は
必
然
で
あ
る
。
こ
の
筋
と
場
面
の
展
開
に
つ
い
て
八
千
代
は
「
今
度
の
脚
本
は
一
體
に
淡
白
し
過
ぎ
て
る
様
で
御
座
い
升
」
と
書
い
て
い
る
。
さ
て
、
八
千
代
の
批
評
が
長
い
の
は
全
て
の
場
面
と
登
場
人
物
の
装
置
・
衣
装
・
動
き
・
セ
リ
フ
・
効
果
音
・
明
か
り
な
ど
に
触
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
八
千
代
は
原
作
と
比
較
し
て
セ
リ
フ
や
動
き
を
批
判
し
、
地
の
文
ま
で
引
い
て
演
技
に
注
文
を
つ
け
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
細
か
い
批
評
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
劇
評
が
書
か
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
合
理
的
で
科
学
的
な
近
代
が
定
着
し
た
こ
と
を
表
明
す
る
。
明
治
三
十
年
代
と
い
う
時
代
の
〈
本
当
ら
し
さ
〉
重
視
は
、
観
客
の「
眼
」
が
ど
こ
に
向
い
て
い
た
か
を
物
語
る
。
そ
う
な
る
と
次
に
来
る
の
は
「
ほ
ん
も
の
の
お
ん
な
」
だ
。
当
然
に
も
女
優
の
登
場
が
歓
迎
さ
れ
る
わ
け
で
、
実
際
に
女
優
の
時
代
が
こ
の
あ
と
す
ぐ
に
来
る
。
女
優
た
ち
の
登
場
も
時
代
の
必
然
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
容
貌
の
悪
い
本
当
ら
し
く
な
い
女
形
が
た
た
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
先
の
劇
評
で
引
い
た
山
田
の
宮
の
例
を
見
て
も
理
解
さ
れ
る
。
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井上 理恵 119
何
度
も
宮
を
演
じ
た
河
村
は
、
伊
臣
に
次
の
よ
う
に
評
さ
れ
て
い
る
。「
河
村
の
鴫
澤
お
宮
。
浪
に
油
の
勢
力
あ
る
女
王
と
は
見
え
な
い
。
服
装
が
ジ
ミ
で
島
田
が
似
合
は
な
い
。（
中
日
か
ら
は
束
髪
に
改
め
た
さ
う
だ
が
）
此
俳
優
は
容
貌
も
美
し
い
の
に
其
醜
く
見
江
た
の
は
化
粧
法
が
拙
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。（
略
）
科
白
の
度
に
小
鼻
か
ら
口
元
へ
か
け
て
皺
の
寄
る
の
が
恐
ろ
し
く
老
け
て
見
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。（
略
）
蹴
飛
さ
れ
て
赤
い
腰
巻
が
ベ
ラ
く
出
る
の
は
目
障
り
で
（
略
）」。
竹
二
は
「
河
村
の
宮
、此
役
の
性
格
に
は
と
て
も
同
情
は
出
来
ぬ
の
だ
が
、
そ
れ
に
も
関
ら
ず
見
物
か
ら
同
情
せ
ら
れ
る
の
も
貫
一
が
思
ひ
切
れ
ぬ
の
も
單
に
容
貌
の
好
い
と
い
ふ
点
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
容
貌
の
好
く
な
い
人
に
此
役
を
振
る
の
は
振
つ
た
人
の
方
が
悪
い
。
先
づ
今
の
処
で
此
役
の
容
貌
に
合
格
す
る
の
は
舊
俳
優
の
芝
翫
位
な
も
の
だ
が
、
そ
れ
も
明
治
式
の
女
性
に
化
し
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。」
と
書
く
。
旧
俳
優
に
は
演
じ
ら
れ
な
い
近
代
人
・
宮
、
彼
女
が
魅
力
的
な
美
人
で
あ
っ
た
か
ら
貫
一
は
金
色
夜
叉
に
な
り
、
宮
を
い
つ
ま
で
も
諦
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
れ
を
演
じ
る
俳
優
は
魅
力
的
な
美
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
ん
な
理
解
が
こ
こ
に
は
あ
る
。
男
が
女
の
容
貌
を
重
視
す
る
の
は
女
を
〈
美
術
品
〉
と
見
て
い
る
か
ら
だ
が
、宮
は
そ
う
い
う
女
の
一
人
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
竹
二
は
歌
舞
伎
評
に
近
代
を
呼
び
込
ん
だ
が
、
新
演
劇
評
で
は
女
形
を
女
の
代
替
と
み
て
、
女
に
対
す
る
評
価
で
批
評
を
し
て
い
た
と
い
っ
て
い
い
。
八
千
代
は
「「
河
村
の
宮
、
着
付
と
羽
織
と
は
ま
ア
無
事
と
し
て
、
襦
袢
の
半
襟
は
何
だ
か
遠
く
か
ら
見
る
と
古
ぼ
け
て
ゝ
、
夫
に
胸
を
開
け
加
減
に
合
し
て
る
の
も
可
愛
気
が
あ
り
ま
せ
ん
。
島
田
髷
も
年
が
長
け
、
白
粉
も
白
い
ば
か
り
で
顔
に
味
が
な
く
、
富
山
の
影
を
見
て
母
親
に
『
富
山
様
が
入
ら
つ
し
ゃ
い
ま
し
た
』
と
言
う
の
も
悪
く
、
富
山
に
話
か
け
ら
れ
る
間
も
少
し
も
極
り
が
悪
さ
う
で
無
く
、
只
面
倒
臭
さ
う
で
、
貫
一
が
見
え
る
と
松
の
陰
へ
隠
れ
升
が
、
余
り
急
に
飛
び
込
む
の
で
吃
驚
致
し
ま
し
た
」、
次
は
海
岸
の
場
「
羽
織
を
脱
い
だ
の
は
ま
だ
良
い
と
し
て
跣
足
で
褄
を
取
つ
て
来
る
の
は
如
何
い
ふ
の
で
せ
う
。
ま
さ
か
後
に
引
張
り
廻
さ
れ
る
時
履
物
が
あ
つ
て
は
邪
魔
に
な
る
か
ら
と
言
ふ
の
で
も
御
座
い
升
ま
い
。
せ
め
て
草
履
で
も
履
い
た
ら
如
何
で
し
た
ら
う
。
貫
一
に
心
を
聞
か
し
て
呉
れ
と
言
は
れ
る
と
、
蹲
踞
ん
で
指
先
で
沙
に
何
だ
か
悪
戯
書
を
し
て
升
か
可
笑
し
く
は
あ
り
升
ま
い
か
、
私
宮
と
い
う
人
物
の
科
ら
し
く
な
い
と
存
じ
ま
し
た
。
而
し
て
泣
き
方
も
顔
を
真
直
ぐ
に
、
肩
を
窄
め
て
下
の
方
か
ら
ハ
ン
ケ
チ
を
持
つ
て
涙
の
お
迎
ひ
に
ゆ
く
の
で
、
ち
つ
と
も
情
な
ん
か
移
り
ま
せ
ん
。（
略
）
揚
句
に
引
張
り
廻
さ
れ
て
横
飛
び
に
転
ん
で
妙
な
聲
を
出
し
て
。
な
ん
だ
か
気
の
毒
ら
し
く
て
見
て
居
ら
れ
な
い
様
な
氣
が
し
ま
し
た
」
と
評
し
て
い
る
。
荒
尾
が
孤
児
院
の
生
徒
に
お
菓
子
を
買
っ
て
や
る
と
こ
ろ
が
、
こ
の
公
演
で
は
兵
士
に
タ
バ
コ
を
買
っ
て
や
る
こ
と
に
変
わ
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
日
露
戦
争
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
八
千
代
は
、
や
は
り
生
徒
に
お
菓
子
を
買
っ
て
や
る
ほ
う
が
い
い
と
書
い
た
。
八
千
代
は
原
作
を
よ
く
読
ん
で
研
究
し
て
い
て
こ
の
評
で
は
特
に
原
作
と
の
比
較
が
多
い
。
こ
れ
は
時
勢
に
流
さ
れ
て
安
易
に
脚
本
を
変
え
る
俳
優
た
ち
へ
の
警
鐘
と
受
け
取
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
歌
舞
伎
と
は
異
な
る
近
代
劇
へ
の
ス
テ
ッ
プ
が
、
戯
曲
重
視
の
そ
れ
が
、
段
々
と
批
評
家
の
側
か
ら
要
求
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
〈
新
劇
〉
へ
と
移
っ
て
い
く
流
れ
が
自
然
と
出
来
始
め
て
い
た
の
だ
。
八
千
代
の
評
は
、
劇
の
中
の
女
性
と
し
て
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
の
か
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
て
、
河
村
の
容
貌
や
宮
の
容
貌
を
問
題
に
し
て
い
な
い
。
男
た
ち
の
視
線
は
劇
の
中
の
女
性
で
は
な
く
、〈
宮
と
い
う
女
の
美
し
さ
〉
に
集
っ
て
い
る
。
こ
の
発
想
が
、
い
ず
れ
女
優
が
登
場
し
た
と
き
に
容
貌
・
姿
態
な
ど
の
評
価
へ
と
移
行
す
る
の
で
あ
る
。
絵
画
の
歴
史
が
男
た
ち
の
ま
な
ざ
し
を
満
足
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
同
様
に
、
新
演
劇
の
女
形
か
ら
女
優
へ
の
移
行
に
は
、
そ
う
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
が
待
ち
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
二
十
三
歳
に
な
っ
た
八
千
代
は
、
女
性
で
あ
る
か
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ら
こ
そ
男
性
と
は
異
な
る
批
評
が
で
き
た
。「
金
色
夜
叉
」
と
い
う
ド
ラ
マ
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
批
評
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
実
は
こ
れ
こ
そ
が
現
代
に
ま
で
続
く
批
評
と
な
る
。
そ
の
入
り
口
に
八
千
代
は
た
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
６
一
九
〇
五
年
七
月
本
郷
座
―
―
『
歌
舞
伎
』
六
十
四
号
六
十
五
号
こ
の
公
演
は
真
砂
座
同
様
に
風
葉
の
脚
本
を
用
い
た
が
、
警
視
庁
の
恋
愛
劇
取
締
に
よ
り
、
熱
海
の
海
岸
が
上
演
さ
れ
な
か
っ
た
。
紙
幅
も
残
り
少
な
く
な
り
、
場
割
り
は
省
略
す
る
が
川
上
の
と
き
の
場
を
出
し
た
り
、
貫
一
の
夢
の
場
を
出
し
て
終
わ
り
に
す
る
と
い
う
荒
唐
無
稽
な
舞
台
に
な
っ
た
。
貫
一
が
藤
澤
、
宮
が
木
下
、
富
山
が
佐
藤
、
荒
尾
が
高
田
、
満
枝
が
河
合
。
満
枝
と
宮
が
争
い
、
宮
が
満
枝
を
殺
し
自
分
は
谷
川
に
身
を
投
げ
る
。
そ
の
後
「
上
手
に
倒
れ
て
い
た
満
枝
が
立
ち
上
が
り
失
恋
の
腹
い
せ
に
世
間
の
男
を
悩
ま
し
て
や
る
と
い
う
と
、「
虚
空
遥
に
音
楽
が
聞
え
、
上
手
岩
の
上
に
金
色
夜
叉
が
現
れ
た
心
で
赤
照
を
燃
や
し
金
色
の
三
角
な
華
を
降
ら
し
、
満
枝
は
宙
に
引
上
げ
ら
れ
る
、
貫
一
は
宮
を
抱
き
寄
せ
る
見
得
で
終
に
な
る
の
だ
が
、
現
実
的
な
る
科
白
劇
の
大
詰
に
夢
幻
的
な
る
楽
劇
式
の
も
の
を
持
込
ん
だ
の
は
不
調
和
千
萬
だ
」
と
最
後
の
場
面
を
否
定
し
て
い
る
。「
金
色
夜
叉
」
は
た
び
た
び
上
演
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
名
場
面
の
定
番
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
出
来
て
き
て
、そ
れ
を
取
り
入
れ
た
り
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
「
金
色
夜
叉
」
は
古
典
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
紅
葉
が
死
ん
で
三
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
、「
金
色
夜
叉
」
は
古
典
に
な
る
道
を
歩
み
始
め
る
。
竹
二
の
批
評
は
二
〇
頁
に
お
よ
び
、
俳
優
の
演
技
評
が
こ
の
あ
と
続
く
（
六
十
四
号
）。
竹
二
と
同
じ
号
に
小
栗
風
葉
が
「
金
色
夜
叉
の
脚
本
に
就
て
」
を
寄
せ
て
い
る
。「
何
し
ろ
○
○
○
の
新
方
針
と
や
ら
に
て
、
同
脚
本
も
骨
を
削
ら
れ
肉
を
殺
が
れ
、
無
残
の
も
の
に
相
成
り
候
。
第
一
序
幕
の
熱
海
別
れ
を
『
青
年
男
女
の
恋
愛
の
』
ど
う
や
ら
と
て
全
然
相
除
か
れ
候
へ
ば
恐
ら
く
今
度
の
寛
一
は
生
れ
な
が
ら
の
高
利
貸
の
や
う
に
相
な
る
べ
く
と
存
じ
候
。
○
○
○
は
何
故
演
劇
其
物
を
社
会
か
ら
除
い
て
了
は
ぬ
か
と
怪
み
候
。」
八
千
代
は
す
で
に
三
木
先
生
が
細
か
く
批
評
さ
れ
て
い
る
が
、「
演
り
方
」
の
違
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
ら
と
断
っ
て
六
十
五
号
に
「
私
の
見
た
高
田
の
荒
尾
」
を
書
い
た
。
高
田
の
演
技
に
つ
い
て
の
評
で
、「
駄
菓
子
を
買
ふ
時
、
前
號
に
は
莨
の
箱
か
ら
五
十
銭
銀
貨
を
出
し
て
と
あ
り
ま
し
た
が
、
私
の
見
た
日
に
は
揉
く
し
や
の
半
紙
に
包
ん
だ
銅
貨
を
袂
か
ら
出
し
て
其
儘
屋
台
店
へ
置
き
升
と
、
磯
野
の
亭
主
が
其
中
か
ら
菓
子
の
代
丈
取
つ
て
返
し
た
と
覚
え
て
居
り
升
。
五
十
銭
も
悪
く
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
金
包
の
儘
出
し
て
中
か
ら
勝
手
に
取
ら
せ
る
の
な
ど
も
、
如
何
に
も
此
人
ら
し
く
て
好
い
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。」
と
演
じ
方
を
評
価
す
る
。
そ
し
て
お
金
を
入
れ
た
包
み
紙
が
白
紙
で
あ
っ
た
の
が
よ
く
な
く
、
こ
れ
は
原
稿
の
反
古
や
上
書
き
の
し
て
あ
る
丈
袋
の
方
が
い
い
と
か
、
罫
が
あ
る
紙
が
い
い
と
か
、
実
に
細
か
い
。
こ
れ
は
す
で
に
芝
居
と
い
う
も
の
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
が
よ
く
判
っ
て
い
る
も
の
の
書
き
よ
う
だ
。
八
千
代
は
す
で
に
新
演
劇
の
見
巧
者
に
な
っ
て
い
た
。
紅
葉
が
死
ん
で
三
年
、
既
に
「
金
色
夜
叉
」
は
新
演
劇
固
有
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
し
て
成
立
す
る
。
新
演
劇
の
め
ぼ
し
い
俳
優
た
ち
は
す
べ
て
「
金
色
夜
叉
」
の
舞
台
に
立
ち
、
こ
の
作
品
は
名
場
面
を
持
っ
た
新
演
劇
の
演
目
へ
と
定
着
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
明
治
近
代
社
会
が
生
み
出
し
た
小
説
は
、
こ
の
社
会
に
相
応
し
い
演
劇
を
定
着
さ
せ
る
の
に
大
き
く
寄
与
し
、
近
代
社
会
の
構
築
と
共
に
手
を
携
え
る
か
の
ご
と
く
新
演
劇
を
明
治
の
現
代
演
劇
に
育
て
上
げ
た
の
で
あ
る
。
以
後
、
何
度
も
再
演
が
続
き
、〈
金
か
恋
か
〉
の
「
金
色
夜
叉
」
は
、〈
結
核
か
結
婚
か
〉
の
「
不
如
帰
」
と
と
も
に
著
名
な
新
演
劇
（
新
派
）
の
古
典
レ
パ
ー
ト
リ
ー
へ
と
定
着
し
て
い
く
。
そ
し
て
レ
ヴ
ュ
ー
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
（ 16 ）
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で
も
こ
の
芝
居
は
上
演
さ
れ
て
、
20
世
紀
半
ば
過
ぎ
ま
で
生
き
残
る注７
。
川
上
音
二
郎
は
新
演
劇
が
新
聞
連
載
家
庭
小
説
と
い
う
固
有
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
持
つ
現
代
演
劇
と
し
て
確
立
さ
れ
た
と
き
に
二
度
目
の
海
外
巡
業
か
ら
帰
国
し
て
正
劇
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
（
一
九
〇
三
年
二
月
）。
新
演
劇
は
確
立
し
た
と
同
時
に
古
典
化
へ
の
道
を
歩
み
だ
し
て
し
ま
い
、
川
上
は
そ
う
い
う
新
演
劇
よ
り
一
歩
先
を
行
く
主
張
を
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
受
け
入
れ
ら
れ
る
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
必
要
で
あ
っ
た
。
注
１
井
上
理
恵
「
演
劇
の
１
０
０
年
」『
20
世
紀
の
戯
曲
Ⅲ
』
所
収
社
会
評
論
社
二
〇
〇
五
年
２
白
川
宣
力
『
川
上
音
二
郎
・
貞
奴
新
聞
に
み
る
人
物
像
』
雄
松
堂
一
九
八
五
年
一
一
月
、
本
稿
で
触
れ
る
新
聞
記
事
は
断
ら
な
い
限
り
白
川
宣
力
氏
の
著
書
か
ら
引
く
。
３
白
川
本
「
自
由
童
子
と
て
一
時
評
判
の
高
か
り
し
京
都
の
演
説
者
川
上
音
次
郎
氏
は
去
月
十
日
内
務
卿
よ
り
全
国
に
於
て
一
ヶ
年
政
治
を
講
談
す
る
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
し
が
今
度
講
釈
師
と
変
じ
て
芸
名
を
自
由
亭
雪
梅
と
号
し
此
比
遊
芸
人
の
鑑
札
を
受
け
去
る
十
二
日
八
坂
新
地
祗
園
町
」
で
同
業
者
を
招
い
て
疲
労
し
た
と
あ
る
。（
３
月
15
日
朝
野
新
聞
）
４
目
次
に
登
場
し
て
い
る
名
前
を
挙
げ
る
と
、
安
田
衡
阿
弥
、
片
町
の
一
女
、
平
田
禿
木
、
川
尻
清
潭
、
伊
臣
紫
葉
、
星
野
天
知
、
戸
川
秋
骨
、
麹
町
の
一
女
、
駒
込
の
一
女
、
佐
々
木
信
綱
、
伊
原
青
々
園
、
饗
庭
篁
村
、
依
田
学
海
、
鈴
木
春
浦
、
森
隠
流
（
łR
外
）、
上
田
柳
村
（
敏
）、
尾
崎
紅
葉
の
一
七
名
。
彼
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
匿
名
の
名
前
を
付
け
て
語
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
〜
〜
の
一
女
、
三
名
が
誰
か
わ
か
ら
な
い
。
私
は
こ
れ
が
、
竹
二
・
真
如
・
芹
影
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
長
谷
川
時
雨
が
入
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
５
伊
臣
紫
葉
は
場
割
を
「
箕
輪
宅
骨
牌
会
、
奥
座
敷
、
帰
途
、
梅
林
見
合
、
熱
海
海
浜
、
遊
佐
良
橘
宅
、
坂
町
暗
打
、
病
院
、
富
山
宅
、
田
鶴
見
邸
、
柏
屋
愛
子
宅
、
鰐
淵
宅
、
焼
跡
述
懐
、
塩
原
清
琴
楼
、
同
貫
一
宮
最
後
」（「
藝
文
」
お
よ
び
「
東
京
座
の
金
色
夜
叉
」）
と
書
く
。
６
京
谷
啓
徳
「
明
治
36
年
の
活
人
画
―
癸
卯
園
遊
会
・
歌
舞
伎
座
歴
史
活
人
画
興
行
・
東
京
美
術
学
校
記
念
美
術
際
」
に
よ
る
。
私
は
現
在
、
科
学
研
究
費
研
究
「
近
代
舞
台
美
術
に
関
す
る
視
覚
文
化
的
研
究
」
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
の
一
員
と
し
て
共
同
研
究
に
参
加
し
て
い
て
、
そ
の
研
究
発
表
会
で
活
人
画
に
つ
い
て
の
発
表
を
聞
い
た
（
二
〇
〇
六
年
七
月
二
日
於
東
京
大
学
）。
７
モ
ダ
ン
が
流
行
の
時
代
に
な
る
と
レ
ヴ
ュ
ー
や
バ
ラ
エ
テ
ィ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
有
名
な
も
の
に
菊
田
一
夫
脚
色
の
「
歌
ふ
金
色
夜
叉
」
が
あ
る
。
初
演
は
「
笑
の
王
国
」（
一
九
三
四
年
五
月
）
で
、
そ
の
後
東
宝
古
川
緑
波
一
座
が
有
楽
座
で
上
演
し
た
（
三
六
年
一
二
月
）。
ロ
ッ
パ
の
貫
一
、
三
益
愛
子
の
宮
、
オ
ペ
ラ
歌
手
徳
山
蓮
の
荒
尾
で
、
流
行
歌
で
つ
な
げ
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
で
あ
っ
た
。
敗
戦
後
の
一
九
五
八
年
、
東
京
宝
塚
劇
場
で
菊
田
は
「
金
色
夜
叉
」（
越
路
吹
雪
・
高
島
忠
夫
）
を
だ
す
が
、
初
日
の
二
月
一
日
に
劇
場
で
出
火
、
公
演
は
中
止
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
テ
ア
ト
ロ
』
二
〇
〇
七
年
六
月
号
の
拙
稿「
菊
田
一
夫
と
東
宝
演
劇
10
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
稿
は
、
拙
稿
「
川
上
音
二
郎
の
『
金
色
夜
叉
』
初
演
と
海
外
巡
業
」
お
よ
び
「『
金
色
夜
叉
』
上
演
と
岡
田
八
千
代
」
を
加
筆
訂
正
し
て
一
つ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
